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電線「未接続時」
インジケータ：緑

【施工会社様向け（作業面での特長）】

　ねじ締め作業が無くなり、配線を差し込むだけでブスバーに繋がります。
　※アース配線の作業時間が約1/4に短縮 (弊社調べ【ねじ止めとの比較】)

簡　単

時間短縮に貢献します。
　増し締めも不要で、ねじ締めのトルク管理や専用工具管理も不要です。省施工

（インジケータ）により「安心・安全・確実」な作業を実現。
　差し込み結線の不安を解消します。
　※電線が「確実」に接続されてから表示される構造になっております。

見える
安全

アース速結端子台（TPG形）
産業用分電盤等の省施工化に貢献する『アース速結端子台』をご提案！

電線「接続時」
インジケータ：白

ドライバー
不要

ねじ締めタイプ 速結タイプ

速結タイプ

速結

省施工

　設計しています。
省

スペース

　ねじの落下の心配がなく、安全かつ効率的に取付けできます。
　※ねじ締めタイプに比べ、取付け作業時間が約1/3に短縮（弊社調べ）

安全
省力化

【盤製造会社様向け（製作面での特長）】
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導
入
が
盛
ん
な
国
で
は
50
台

以
上
伸
ば
し
て
い
る
の
に
対

し
、
日
本
は
９
台
と
相
対
的

に
は
低
迷
し
て
い
る
。
日
本

の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
は
世
界

で
も
評
価
が
高
く
、
高
い
シ

ェ
ア
を
維
持
し
、
将
来
も
有

望
な
重
要
産
業
に
育
っ
て
い

る
。
強
い
産
業
、
成
長
産
業

は
足
元
に
強
固
な
市
場
が
あ

っ
て
こ
そ
。
現
在
ロ
ボ
ッ
ト

産
業
は
輸
出
が
中
心
に
な
っ

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

の
２
０
２
２
年
12
月
期
連
結

決
算
は
、
売
上
高
が
前
期
比

19
・
５
％
増
の
５
４
８
億
１

１
０
０
万
円
、
営
業
利
益
が

同
36
・
１
％
増
の
63
億
３
０

０
万
円
、
経
常
利
益
が
同
37

・
３
％
増
の
70
億
４
２
０
０

万
円
、
当
期
純
利
益
が
同
26

・
３
％
増
の
47
億
５
２
０
０

万
円
と
大
幅
な
増
収
増
益
と

な
っ
た
。

　
事
業
別
売
上
高
は
、
オ
プ

テ
ッ
ク
ス
の
Ｓ
Ｓ
（
防
犯
・

自
動
ド
ア
）
事
業
が
16
・
４

％
増
の
２
３
４
億
６
５
０
０

万
円
、
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ

フ
エ
ー
の
Ｆ
Ａ
事
業
が
13
・

２
％
増
の
１
０
９
億
９
４
０

０
万
円
、
シ
ー
シ
ー
エ
ス
の

Ｍ
Ｖ
Ｌ
（
マ
シ
ン
ビ
ジ
ョ
ン

照
明
）
事
業
が
17
・
１
％
増

の
１
３
３
億
１
０
０
万
円
、

サ
ン
リ
ツ
オ
ー
ト
メ
イ
シ
ョ

ン
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
（
産
業
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
）
事
業
が
23
・
６

％
増
の
41
億
２
１
０
０
万

円
、
21
年
11
月
に
連
結
子
会

社
に
し
た
ミ
ツ
テ
ッ
ク
の
メ

カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
関
連
事
業
が

13
億
１
１
０
０
万
円
、
生
産

受
託
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
事
業
が
33
・

０
％
増
の
10
億
６
０
０
万

円
。

　
な
お
23
年
12
月
期
は
、
売

上
高
が
前
期
比
７
・
２
％
増

　
「
二
極
化
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
語
と
な

っ
た
時
代
が
あ
る
。
「
勝
ち
組
・
負
け
組
」

と
呼
ば
れ
、
業
界
構
造
を
表
現
し
た
言
葉
で

あ
る
が
、
今
は
そ
ん
な
甘
い
時
代
で
は
な

い
。
２
０
２
３
年
は
、
中
小
製
造
業
に
と
っ

て
「
消
滅
か
？
　
発
展
か
？
」
を
決
め
る
分

水
嶺
（
ぶ
ん
す
い
れ
い
）
の
年
で
あ
る
。
分

水
嶺
と
は
、
山
で
降
っ
た
雨
が
日
本
海
に
行

く
か
、
太
平
洋
に
行
く
か
の
分
岐
点
と
な
る

場
所
の
こ
と
を
い
う
が
、
中
小
製
造
業
に
と

っ
て
、
23
年
は
将
来
の
行
末
を
決
め
る
年
と

な
る
。
今
年
が
分
水
嶺
で
あ
る
理
由
は
、
世

間
で
は
極
端
な
人
材
不
足
が
常
態
化
し
て
お

り
、
こ
の
対
応
を
間
違
え
れ
ば
、
ど
ん
な
に

設
備
投
資
が
進
ん
だ
企
業
に
お
い
て
も
、
消

滅
は
必
至
で
あ
る
。

　
人
材
不
足
の
対
応
に
、
外
国
人
労
働
者
、

技
能
実
習
生
の
活
用
を
重
視
す
る
中
小
製
造

業
の
経
営
者
は
多
い
。
経
営
者
に
限
ら
ず
、

政
治
家
や
政
府
関
係
者
で
も
外
国
人
労
働
者

の
導
入
に
積
極
的
な
考
え
を
持
つ
人
は
非
常

に
多
く
、
大
企
業
や
経
団
連
も
外
国
人
依
存

を
望
ん
で
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
メ
デ
ィ

ア
を
は
じ
め
共
通
価
値
観
と
し
て
「
現
場
労

働
者
が
い
な
い
」
「
現
場
労
働
者
が
採
用
で

き
な
い
」
と
い
っ
た
現
実
に
焦
点
が
あ
た
っ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
も
正
し
い
現
実
で

は
あ
る
が
、
中
小
製
造
業
を
襲
う
人
手
不
足

は
現
場
の
作
業
員
の
み
な
ら
ず
、
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
の
人
材
不
足
が
企
業
存
続
の
危
機
的

レ
ベ
ル
に
到
達
し
て
い
る
。
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
と
は
、
社
長
・
経
理
担
当
の
奥
さ
ま
や
プ

ロ
グ
ラ
マ
ー
や
工
場
長
レ
ベ
ル
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
（
米
国
で
は
フ
ォ
ア
マ
ン
と
呼
ぶ
）
が

対
象
で
あ
る
が
、
日
本
の
中
小
製
造
業
で

は
、
こ
の
点
が
軽
視
さ
れ
「
人
材
不
足
＝
現

場
作
業
者
」
と
の
一
辺
倒
な
価
値
観
に
支
配

さ
れ
て
い
る
の
は
悲
劇
で
あ
る
。

　
筆
者
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
で
あ
る
精
密
板

金
業
界
で
は
、
こ
の
傾
向
が
一
段
と
強
く
、

後
継
者
が
い
な
い
企
業
が
半
数
を
超
え
て
い

る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
ま
た
、
奥
さ
ま
に

代
表
さ
れ
る
身
内
で
固
め
ら
れ
た
事
務
所
作

業
（
受
発
注
業
務
や
経
理
業
務
な
ど
）
は
、

（
受
注
増
加
で
）
混
迷
を
極
め
て
い
る
企
業

が
多
く
存
在
す
る
。
こ
の
現
実
を
直
視
し

「
中
小
製
造
業
の
輝
か
し
い
発
展
」
を
模
索

す
る
と
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
、
Ｒ
Ｐ
Ａ

（
ソ
フ
ト
ロ
ボ
ッ
ト
）
な
ど
の
最
新
技
術
を

活
用
し
た
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
ア
シ
ス
タ

ン
ト
」
導
入
の
重
要
性
が
見
え
て
く
る
。
と

こ
ろ
が
、
多
く
の
中
小
製
造
業
で
は
、
30
年

以
上
前
の
『
最
新
機
械
を
買
え
ば
儲
か
る
』

と
い
う
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
（
一
般
常
識
）
に
支

配
さ
れ
「
人
の
希
少
化
」
に
対
応
で
き
な
い

経
営
者
が
多
く
存
在
す
る
。
『
茹
で
ガ
エ

ル
』
と
は
、
外
部
環
境
の
変
化
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ず
に
、
死
ん
で
し
ま
う『
カ
エ
ル
』

の
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
が
、
不
幸
な
こ
と

に
中
小
製
造
業
の
経
営
者
の
多
く
に
『
茹
で

ガ
エ
ル
』
の
危
険
が
忍
び
寄
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
に
『
茹
で
ガ
エ
ル
危
機
』
を
は
ら

む
経
営
者
を
紹
介
し
よ
う
。
過
去
の
成
功
体

験
を
前
提
に
「
Ｒ
Ｐ
Ａ
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
疑

う
人
」
…
…
こ
の
よ
う
な
経
営
者
が
重
度
な

『
茹
で
ガ
エ
ル
』
と
診
断
で
き
る
。
「
Ｄ
Ｘ

の
導
入
決
定
を
優
柔
不
断
で
決
断
で
き
ず
、

現
場
作
業
者
に
（
導
入
判
断
を
）
任
せ
る
経

営
者
」
も
『
茹
で
ガ
エ
ル
』
。
消
滅
軌
道
を

歩
む
代
表
例
な
経
営
者
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
や
Ｒ

Ｐ
Ａ
の
進
化
は
目
覚
ま
し
く
、
３
〜
５
年
後

の
未
来
に
な
っ
て
も
、
Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
、
そ

し
て
ク
ラ
ウ
ド
を
使
用
し
な
い
企
業
が
消
滅

す
る
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。

　
今
年
の
お
正
月
早
々
に
、
人
工
知
能
の
応

用
例
を
示
し
た
世
界
的
大
事
件
が
起
き
た
。

『
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
（
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
）
』
で
あ
る
。
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
は
、

米
国
の
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ
社
が
開
発
し
た
新
た

な
人
工
知
能
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
。
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ

ｌ
ｅ
な
ど
の
現
状
Ａ
Ｉ
と
は
水
準
が
違
い
、

人
工
知
能
が
知
見
を
持
っ
た
会
話
に
応
じ
て

く
れ
る
の
で
、
驚
き
の
話
題
に
な
っ
て
い

る
。
無
償
で
全
世
界
に
提
供
し
、
何
百
万
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
の
大
反
響
と
な
っ
て
い
る
。

『
茹
で
ガ
エ
ル
』
を
避
け
よ
う
と
思
う
読
者

の
皆
さ
ま
に
は
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
、
自
ら
が
体
験
し
、
人
工
知

能
の
現
実
と
未
来
社
会
を
想
像
す
る
こ
と
を

お
薦
め
す
る
。
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｔ
Ｐ
の
詳
し
い

解
説
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
多
く
の

情
報
が
得
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
紙
面
で
は
省

略
す
る
が
、
こ
の
流
れ
を
知
ら
な
い
経
営
者

は
『
茹
で
ガ
エ
ル
』
必
至
で
あ
る
。
中
小
製

造
業
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
人
材
不
足
に
外
国

人
労
働
者
は
無
力
で
あ
る
が
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ

Ｐ
Ｔ
な
ど
Ａ
Ｉ
の
先
端
技
術
が
こ
の
課
題
解

決
を
実
現
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　
当
社
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
に
お
い
て
も
、
イ

ン
ド
・
チ
ェ
ン
ナ
イ
に
あ
る
開
発
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
人
工
知
能

エ
ン
ジ
ン
を
活
用
し
、
見
積
も
り
作
業
や
工

程
設
計
な
ど
難
易
度
の
高
い
業
務
を
ア
シ
ス

ト
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
商
品
化
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
（
エ

キ
ス
パ
ー
ト
）
の
知
見
を
基
に
し
た
支
援
シ

ス
テ
ム
で
あ
り
、
驚
く
ほ
ど
の
成
果
が
期
待

で
き
る
と
予
想
さ
れ
る
。
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

の
人
材
不
足
に
対
応
す
る
打
ち
手
と
し
て
、

Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
が
絶
大
な
効
力
を
発
揮
す
る

こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
こ
の
最
新
技

術
を
導
入
す
る
企
業
が
勝
利
を
勝
ち
取
る
の

は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
分
水
嶺
に
あ
っ

て
、
ど
ち
ら
の
道
を
歩
む
か
は
経
営
者
の

『
茹
で
ガ
エ
ル
指
数
』
に
か
か
っ
て
い
る
。

株式会社アルファTKG社長　高木　俊郎

提　　言

日
本
の
製
造
業

再
起
動
に
向
け
て
●●96●●

　
高
木
俊
郎
（
た
か
ぎ
・
と
し
お
）
株
式
会

社
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
社
長
。
１
９
５
３
年
長

野
市
生
ま
れ
。
２
０
１
４
年
３
月
ま
で
ア
マ

ダ
専
務
取
締

役
。
電
気
通
信

大
学
時
代
か
ら

ア
ジ
ア
を
中
心

に
海
外
を
訪
問

し
て
見
聞
を
広

め
、
77
年
に
ア
マ
ダ
入
社
後
も
海
外
販
売
本

部
長
や
欧
米
の
海
外
子
会
社
の
社
長
を
務
め

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
日
本
お

よ
び
世
界
の
製
造
業
を
見
て
き
た
。

中
小
製
造
業
の『
茹
で
ガ
エ
ル
』

『
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
驚
異
』

　
当
た
り
前
の
話
で
恐
縮
だ
が
、
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞
は
日
本
語
で
書
か

れ
て
い
る
新
聞
だ
。
日
本
語
以
外
の
言

語
版
は
ま
だ
な
い
。
そ
の
た
め
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
を
閲
覧
し
て
い
る
ユ
ー
ザ
ー
を
除

き
、
読
者
の
99
％
は
日
本
国
内
の
人

々
。
売
り
上
げ
の
内
訳
も
国
内
が
99
％

を
占
め
る
。
日
本
の
製
造
業
界
は
企
業
数
も
労

働
者
数
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
か
つ
新
聞
ビ
ジ

ネ
ス
も
縮
小
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
な
か
、

当
社
の
先
行
き
は
不
透
明
ど
こ
ろ
か
真
っ
暗

だ
。
こ
の
状
況
を
切
り
開
く
に
は
新
市
場
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
し
か
な
い
。
と
な
る
と
狙
う
は

海
外
か
!?
▼
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞
が
海
外

を
狙
う
と
い
う
の
は
８
割
が
た
冗
談
だ
が
、
日

本
の
中
小
製
造
業
に
と
っ
て
は
新
天
地
に
市
場

を
求
め
、
海
外
で
の
売
上
比
率
を
高
め
て
い
く

の
は
、
生
き
残
る
た
め
に
も
避
け
ら
れ
な
い
。

で
は
海
外
売
り
上
げ
が
高
い
企
業
、
海
外
で
成

功
し
て
い
る
製
造
業
は
ど
う
や
っ
て
い
る
の

か
？
そ
こ
に
共
通
し
て
い
る
の
が
、
海
外
展
示

会
の
活
用
だ
。
あ
る
Ｆ
Ａ
メ
ー
カ
ー
は
、
３
月

か
ら
４
月
の
２
カ
月
間
だ
け
で
大
小
合
わ
せ
て

世
界
で
30
の
展
示
会
に
出
展
を
予
定
し
て
い

る
。
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
展
示
会
で
も
日

本
企
業
の
出
展
が
少
な
い
な
か
、
そ
の
企
業
の

ブ
ー
ス
を
よ
く
見
か
け
る
。
そ
の
企
業
の
海
外

売
上
比
率
は
６
割
を
超
え
て
お
り
、
新
市
場
の

開
拓
を
成
長
戦
略
の
柱
と
し
、
長
年
と
て
も
積

極
的
に
や
っ
て
き
た
。
成
功
し
て
い
る
、
成
長

し
て
い
る
、
稼
い
で
い
る
企
業
の
原
動
力
は
そ

こ
に
あ
る
▼
こ
れ
ま
で
中
小
製
造
業
の
海
外
進

出
と
い
え
ば
、
大
手
の
取
引
先
が
海
外
工
場
を

出
す
際
、
コ
バ
ン
ザ
メ
の
よ
う
に
く
っ
つ
い
て

い
く
の
が
定
番
だ
っ
た
。
し
か
し
今
は
そ
う
で

は
な
い
。
い
か
に
現
地
ロ
ー
カ
ル
の
需
要
を
取

り
込
ん
で
い
く
か
が
カ
ギ
に
な
る
。
海
外
展
示

会
の
来
場
者
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
現
地
の
ロ

ー
カ
ル
の
人
だ
。
現
地
で
働
き
、製
品
を
選
び
、

購
入
し
、
作
る
人
々
。
彼
ら
に
知
っ
て
も
ら
い

使
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
海
外
で
の
売
り
上
げ
に

つ
な
が
る
。
そ
の
と
っ
か
か
り
を
作
る
た
め
に

も
海
外
展
示
会
は
有
効
な
手
段
だ
。
新
規
顧
客

な
し
に
企
業
の
成
長
、
生
存
は
あ
り
得
な
い
。

新
規
顧
客
は
新
し
い
市
場
に
こ
そ
存
在
す
る
。

新規獲得なしに企業の生存はあり得ない。海外展示会で現地需要を開拓せよ

　
２
０
２
１
年
の
ロ
ボ
ッ
ト

密
度
の
世
界
平
均
は
１
万
人

あ
た
り
１
４
１
台
。
６
年
前

の
２
倍
以
上
ま
で
拡
大
し
て

い
る
。
地
域
別
で
は
ア
ジ
ア

が
15
％
以
上
の
伸
び
で
成
長

を
続
け
て
１
５
６
台
に
達

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
１
２
９

台
、
南
北
ア
メ
リ
カ
は
１
１

７
台
で
、
ア
ジ
ア
が
成
長
を

牽
引
し
て
い
る
。

　
国
別
の
ト
ッ
プ
10
で
は
、

ト
ッ
プ
は
韓
国
で
１
万
人
あ

た
り
１
０
０
０
台
。
前
年
の

９
３
２
台
か
ら
68
台
増
と
大

き
く
伸
長
し
た
。
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
と
自
動
車
産
業
が

中
心
と
な
っ
て
ロ
ボ
ッ
ト
需

要
を
支
え
て
い
る
。

　
２
位
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が

６
７
０
台
（
前
年
比
＋
65

台
）
。
３
位
の
日
本
は
３
９

９
台
（
＋
９
台
）
。
４
位
の

ド
イ
ツ
は
３
９
７
台
（
＋
26

台
）
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ト
ッ

プ
。
５
位
が
中
国
の
３
２
２

台
（
＋
76
台
）
。
中
国
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
を
抜
い
て
初
め

て
ト
ッ
プ
５
入
り
し
た
。
以

下
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
３
２
１

台
（
＋
32
台
）
、
香
港
３
０

４
台
（
＋
29
台
）
、
台
湾
２

７
６
台
（
＋
28
台
）
、
ア
メ

リ
カ
２
７
４
台（
＋
19
台
）、

ス
ロ
ベ
ニ
ア
２
４
９
台
（
＋

66
台
）
と
続
い
て
い
る
。

　
他
国
が
最
低
で
も
20
台
以

上
の
増
加
を
遂
げ
て
い
て
、

　
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
連
盟
（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
）
は
、
世
界
各
国
の

製
造
業
に
お
け
る
従
業
員
１
万
人
あ
た
り
の
ロ
ボ
ッ
ト

稼
働
台
数
を
表
す
「
ロ
ボ
ッ
ト
密
度
」
の
２
０
２
２
年

版
を
発
表
し
、
２
０
２
１
年
の
ロ
ボ
ッ
ト
密
度
ラ
ン
キ

ン
グ
で
日
本
は
３
９
９
台
で
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
続
く
３
位
と
な
っ
た
。
し
か
し
伸
び
率
は
他
国
に
比

べ
て
圧
倒
的
に
低
く
、
上
位
か
ら
転
落
す
る
可
能
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。
生
産
性
向
上
と
国
内
ロ
ボ
ッ
ト
産
業

の
振
興
の
た
め
に
も
大
幅
な
テ
コ
入
れ
が
不
可
欠
だ
。

　
伸
び
率
低
迷
、大
幅
テ
コ
入
れ
必
要

日
本
ギ
リ
ギ
リ
３
位

ト
ッ
プ
韓
国

２
位
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル

Ｉ
Ｆ
Ｒ（
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
連
盟
）製
造
業
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
密
度
ラ
ン
キ
ン
グ

　
９
月
18
日
か
ら
23
日
ド
イ

ツ
・
ハ
ノ
ー
バ
ー
で
、
工
作

機
械
を
中
心
と
す
る
国
際
的

な
生
産
技
術
見
本
市
「
Ｅ
Ｍ

Ｏ
ハ
ノ
ー
バ
ー
２
０
２
３
」

が
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

る
。
「
Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ

　
Ｍ
ａ
ｎ
ｕ
ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｕ
ｒ

ｉ
ｎ
ｇ
（
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ

ャ
リ
ン
グ
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
）
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
、
世
界
中
か
ら
最
新
の
金

属
加
工
技
術
と
そ
れ
に
関
わ

る
人
々
が
集
ま
っ
て
く
る
。

　
Ｅ
Ｍ
Ｏ
ハ
ノ
ー
バ
ー
は
、

最
新
の
切
削
・
加
工
の
工
作

機
械
を
中
心
に
、
製
造
シ
ス

テ
ム
や
精
密
機
械
、
自
動
搬

送
、
自
動
化
技
術
、
産
業
用

電
子
機
器
な
ど
が
出
品
さ

れ
、
ド
イ
ツ
を
中
心
に
、
イ

タ
リ
ア
、
台
湾
、
中
国
、
ス

イ
ス
、
韓
国
な
ど
日
本
の
工

場
で
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
る

企
業
の
最
新
製
品
が
ず
ら
り

と
並
ぶ
。
前
回
開
催
の
２
０

１
９
年
の
出
展
者
数
は
２
２

１
１
社
あ
り
、
１
４
９
カ
国

11
万
６
７
０
６
人
が
来
場
し

た
。
そ
の
半
数
以
上
が
ド
イ

ツ
国
外
か
ら
で
、
日
本
か
ら

も
２
７
０
０
人
あ
ま
り
が
参

加
す
る
国
際
的
な
一
大
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
は
「
Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ

　
Ｉ
ｎ
ｓ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｓ
（
未

来
へ
の
洞
察
）
」
と
し
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
未
来
、
コ
ネ
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
未
来
、
生
産

に
お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
の
未
来
に
焦
点
を
あ
て
、

技
術
面
だ
け
で
な
く
企
業
の

組
織
や
戦
略
、
方
法
論
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
化
や
脱
炭
素

へ
の
取
り
組
み
が
数
多
く
紹

介
さ
れ
る
予
定
だ
。

オ
プ
テ
ッ
ク
ス
Ｇ

22
年
12
月
期 

大
幅
増
収
益

　
23
年
、売
上
600
億
円
目
指
す

て
い
る
と
は
い
え
、
土
台
と

な
る
国
内
産
業
が
も
っ
と
ロ

ボ
ッ
ト
を
導
入
・
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
、
日
本
全
体
の

生
産
性
を
高
め
、
ロ
ボ
ッ
ト

産
業
を
よ
り
強
く
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。
そ
の
た
め
の

テ
コ
入
れ
が
必
要
だ
。

の
６
０
０
億
円
、
営
業
利
益

が
同
19
・
０
％
増
の
75
億

円
、
経
常
利
益
が
同
７
・
９

％
増
の
76
億
円
、
当
期
純
利

益
が
同
11
・
５
％
増
の
53
億

円
を
予
想
し
て
い
る
。

新
社
長
に　

中
島
達
也
氏

３
月
24
日
付

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

は
、
３
月
24
日
付
で
代
表
取

締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
小
國

勇
氏
が
取
締
役
会
長
に
就
任

し
、
後
任
の
代
表
取
締
役
社

長
に
、
取
締
役
で
オ
プ
テ
ッ

ク
ス
・
エ
フ
エ
ー
代
表
取
締

役
社
長
の
中
島
達
也
氏
が
昇

格
す
る
。

　
中
島
氏
は
１
９
６
６
年
10

月
11
日
生
ま
れ
、
56
歳
。
89

年
３
月
同
志
社
大
学
法
学
部

卒
業
。
２
０
１
６
年
４
月
に

オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ
ー

に
入
社
し
、
７
月
に
同
社
セ

ン
サ
営
業
本
部
長
に
就
任
。

17
年
１
月
に
同
社
取
締
役
、

３
月
に
同
社
常
務
取
締
役
を

経
て
、
18
年
３
月
同
社
代
表

取
締
役
社
長
と
オ
プ
テ
ッ
ク

ス
グ
ル
ー
プ
取
締
役
に
就
任

し
現
在
に
至
る
。
大
阪
府
出

身
。

　
ま
た
取
締
役
人
事
で
、
取

締
役
兼
Ｃ
Ｆ
Ｏ
の
大
西
浩
之

氏
（
シ
ー
シ
ー
エ
ス
代
表
取

締
役
社
長
）
と
、
取
締
役
の

東
晃
氏
（
ミ
ツ
テ
ッ
ク
代
表

取
締
役
社
長
、
サ
ン
リ
ツ
オ

ー
ト
メ
イ
シ
ョ
ン
取
締
役
、

ス
リ
ー
エ
ー
ス
取
締
役
）
は

取
締
役
を
退
任
。
両
氏
と
も

に
グ
ル
ー
プ
会
社
の
現
職
は

継
続
す
る
。

　
【
お
知
ら
せ
】

　
本
紙
３
月
１
日
付
は
休

刊
し
、
次
号
は
３
月
８
日

付
で
発
行
い
た
し
ま
す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

 ９月18日～23日
国際的な生産技術見本市
最新の金属加工技術集結

Ｅ
Ｍ
Ｏ
ハ
ノ
ー
バ
ー
２
０
２
３



２０２３年（令和５年）２月２２日　　　（2）

テ
ム
を
準
備
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
商
品
が
変

わ
る
た
び
に
新
し
い
デ
ー
タ

を
学
習
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
、
膨
大
な
作
業
工
数
と
費

用
が
か
か
っ
て
い
た
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

新
開
発
の
エ
ッ
ジ
Ａ
Ｉ
モ
ジ

ュ
ー
ル
「
Ｈ
Ｘ
―
Ａ
Ｉ
Ｘ

１
」
を
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
対
応
産
業

用
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
「
Ｈ
Ｘ
シ

リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
モ
デ

ル
Ｉ
Ｉ
」
に
搭
載
し
、
Ｕ
Ｓ

Ｂ
カ
メ
ラ
や
照
明
設
備
と
連

携
し
て
装
置
を
構
成
し
、
生

産
ラ
イ
ン
を
流
れ
る
商
品
が

変
わ
っ
て
も
膨
大
な
工
数
や

追
加
費
用
を
発
生
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
目
視
検
査
の
自
動

化
が
可
能
。

　
良
品
の
正
常
デ
ー
タ
だ
け

で
Ａ
Ｉ
が
高
速
学
習
・
推
論

で
き
、
異
常
デ
ー
タ
（
異
常

品
）
が
不
要
な
た
め
、
高
速

な
Ａ
Ｉ
学
習
・
推
論
の
実
行

が
可
能
。
装
置
に
は
エ
ッ
ジ

Ａ
Ｉ
の
学
習
・
推
論
に
最
適

な
Ｇ
Ｐ
Ｕ
や
専
用
メ
モ
リ
、

記
憶
領
域
を
搭
載
し
、
商
品

ご
と
の
複
雑
な
条
件
設
定
作

業
が
い
ら
ず
、
大
量
の
画
像

デ
ー
タ
を
取
り
込
ん
で
学
習

さ
せ
る
た
め
の
専
用
シ
ス
テ

ム
の
設
定
も
不
要
な
た
め
、

本
体
一
つ
で
シ
ー
ム
レ
ス
か

つ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
学
習
・

推
論
が
実
行
で
き
る
。
２
０

０
０
枚
の
画
像
を
学
習
す
る

場
合
は
約
40
分
で
学
習
し
、

推
論
速
度
は
３
０
０
枚
／

分
、
検
知
対
象
物
と
し
て
、

瓶
の
傷
や
ラ
ベ
ル
の
汚
れ
等

を
検
知
で
き
る
。

　
東
芝
デ
バ
イ
ス
＆
ス
ト
レ

ー
ジ
は
、
産
業
用
機
器
の
Ｐ

Ｌ
Ｃ
な
ど
で
使
わ
れ
る
モ
ー

タ
ー
、
ソ
レ
ノ
イ
ド
、
ラ
ン

プ
な
ど
の
誘
導
性
負
荷
の
駆

動
を
制
御
す
る
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ト
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
２

品
種
（
８
チ
ャ
ネ
ル
ハ
イ
サ

イ
ド
ス
イ
ッ
チ
「
Ｔ
Ｐ
Ｄ
２

０
１
５
Ｆ
Ｎ
」
、
８
チ
ャ
ネ

ル
ロ
ー
サ
イ
ド
ス
イ
ッ
チ

「
Ｔ
Ｐ
Ｄ
２
０
１
７
Ｆ

Ｎ
」
）
を
発
売
し
た
＝
写

真
。

　
同
製
品
は
、
ア
ナ
ロ
グ
素

子
混
載
プ
ロ
セ
ス
（
Ｂ
ｉ
Ｃ

Ｄ
）
を
採
用
し
、
出
力
段
の

オ
ン
抵
抗
を
標
準
０
・
４
Ω

と
、
従
来
製
品
と
比
べ
２
分

の
１
以
下
へ
低
減
。
サ
イ
ズ

も
従
来
製
品
の
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
24

　
飲
食
料
品
の
生
産
ラ
イ
ン

の
最
終
工
程
で
行
わ
れ
る
目

視
検
査
は
高
速
で
流
れ
る
数

多
く
の
商
品
を
長
時
間
注
視

す
る
た
め
作
業
員
の
視
力
・

体
力
の
負
担
が
大
き
く
、
複

数
人
で
シ
フ
ト
を
組
ん
で
対

応
す
る
な
ど
負
担
軽
減
の
取

り
組
み
も
あ
る
が
、
人
手
不

足
に
よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化
・

自
動
化
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
。

　
し
か
し
現
在
市
場
に
出
て

い
る
外
観
検
査
装
置
の
多
く

は
、
商
品
ご
と
の
複
雑
な
条

件
設
定
作
業
や
、
大
量
の
画

像
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
学
習
さ
せ
る
専
用
シ
ス

　
機
器
部
品
の
営
業
に
足
を
踏

み
入
れ
る
と
最
初
に
基
本
的
な

営
業
教
育
を
受
け
る
。
平
成
以

前
の
最
初
の
教
育
は
、
顧
客
が

設
計
す
る
製
品
や
製
造
現
場
で

使
用
す
る
機
器
機
械
装
置
に
は

入
力
部
と
情
報
処
理
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
部
と
出
力
部
が
あ
る
。
そ

れ
ら
の
各
部
の
ど
こ
か
に
機
器

部
品
は
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う

基
本
的
な
教
育
か
ら
始
め
た
。

　
ま
だ
こ
の
業
界
の
こ
と
が
全

く
分
か
ら
な
い
販
売
員
に
と
っ

て
、
そ
の
基
本
的
な
教
え
は
大

ざ
っ
ぱ
で
は
あ
る
が
顧
客
に
関

係
あ
る
内
容
で
あ
っ
た
。
平
成

以
降
の
新
人
教
育
で
は
、
こ
の

よ
う
な
基
礎
的
な
教
育
は
、
大

概
な
く
な
っ
て
い
る
。
機
能
の

追
加
や
複
雑
化
・
高
度
化
し
た

機
器
部
品
が
次
々
と
発
表
さ
れ

る
の
で
新
人
に
は
一
日
も
早
く

戦
力
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
を
込
め
て
商
品
に
関
す
る

教
え
に
終
止
し
て
い
る
。

　
ど
の
業
界
で
も
新
人
教
育
で

初
め
て
受
け
た
洗
礼
は
強
烈
に

覚
え
て
い
る
。
営
業
は
現
場
に

出
る
と
、
最
初
の
教
え
を
守
っ

て
ス
タ
ー
ト
を
し
、
経
験
を
重

ね
て
い
く
。
平
成
以
前
の
教
え

を
受
け
て
営
業
を
ス
タ
ー
ト
す

る
と
自
分
た
ち
の
販
売
す
る
商

品
は
一
体
ど
こ
に
使
わ
れ
て
い

る
の
か
と
い
う
視
点
で
顧
客
と

接
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
だ
か
ら
情
報
収
集
が
身
に
つ

く
情
報
受
信
型
の
営
業
に
な

る
。
平
成
以
降
は
商
品
に
関
す

る
知
識
を
詰
め
込
ま
れ
て
営
業

で
ス
タ
ー
ト
す
る
。
顧
客
に
ど

の
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
を
す
れ
ば

気
に
入
っ
て
も
ら
え
る
か
と
い

う
接
し
方
に
な
る
。
だ
か
ら
商

品
プ
レ
ゼ
ン
が
身
に
つ
く
情
報

発
信
型
の
営
業
に
な
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
情
報
収
集
も
情

報
提
供
も
重
要
な
営
業
活
動
で

あ
る
が
販
売
員
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
時
に
ど
ち
ら
を
主
軸
に

し
て
教
え
を
受
け
た
か
に
よ
っ

て
、
そ
の
後
の
育
ち
方
に
大
き

な
違
い
が
出
て
く
る
。
平
成
以

前
の
機
器
部
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

ま
だ
広
が
る
余
地
が
あ
っ
た
。

情
報
受
信
型
の
教
え
を
受
け
た

販
売
員
は
売
り
込
む
商
品
が
顧

客
の
製
品
や
製
造
の
ど
の
部
に

使
わ
れ
た
の
か
を
聞
き
、
仮
に

そ
こ
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
部
な
ら

入
力
部
や
出
力
部
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
を
聞
く
営
業
を
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
営
業
経
験
を
重

ね
て
い
く
と
顧
客
に
関
係
す
る

物
事
を
自
然
に
覚
え
る
よ
う
に

な
る
。
平
成
以
降
で
は
機
器
部

品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
様
相
は
大

概
が
分
か
っ
て
い
る
し
、
そ
の

上
、
機
器
部
品
メ
ー
カ
ー
の
競

合
は
厳
し
く
な
っ
て
い
た
の

で
、
商
品
情
報
を
早
く
顧
客
に

伝
え
る
発
信
型
の
営
業
が
定
着

し
た
。

　
こ
の
営
業
経
験
を
重
ね
て
、

お
の
お
の
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
合

っ
た
商
品
別
の
売
り
方
が
確
立

さ
れ
た
。
販
売
員
は
①
顧
客
に

関
係
し
て
明
る
く
な
る
こ
と
②

扱
う
商
品
に
関
し
て
詳
し
く
な

る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。

　
し
か
し
多
く
の
販
売
員
は
情

報
収
集
と
情
報
提
供
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
に
は
育
っ
て
い
な
い
。

新
人
営
業
で
ど
ち
ら
か
に
片
寄

っ
た
教
育
の
洗
礼
を
受
け
る
た

め
に
両
方
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に

な
れ
る
ほ
ど
の
器
用
な
販
売
員

は
ほ
と
ん
ど
少
な
い
。
そ
れ
で

は
ど
ち
ら
に
片
寄
っ
た
営
業
で

ス
タ
ー
ト
す
れ
ば
い
い
の
か
と

言
え
ば
情
報
受
信
型
営
業
の
や

り
方
の
方
が
い
い
。

　
な
ぜ
な
ら
情
報
発
信
型
営
業

が
定
着
し
て
し
ま
う
と
情
報
受

信
型
営
業
に
戻
す
の
が
難
し
く

な
る
か
ら
で
あ
る
。
平
成
以
降

で
育
っ
た
販
売
員
が
顧
客
に

「
今
日
は
ど
ん
な
用
事
で
来
た

の
か
」
と
問
わ
れ
る
と
必
ず
商

品
情
報
の
話
に
な
る
。
顧
客
か

ら
何
も
話
が
出
て
い
な
け
れ
ば

個
人
的
雑
談
に
移
る
と
い
っ
た

例
が
多
い
。

　
何
か
し
ら
の
顧
客
の
物
事
を

知
ろ
う
と
い
う
雰
囲
気
を
作
れ

な
い
の
が
現
実
で
、
こ
れ
が
な

か
な
か
直
せ
な
い
も
の
だ
。
社

会
も
製
造
業
も
令
和
は
平
成
と

は
違
う
だ
ろ
う
こ
と
は
誰
で
も

予
想
が
つ
く
。
現
実
は
徐
々
に

変
化
し
て
い
く
た
め
に
実
感
が

持
て
な
い
。
そ
れ
な
ら
情
報
受

信
型
の
教
育
で
育
て
た
方
が
い

い
。

　
情
報
入
手
を
最
優
先
す
る
こ

と
で
情
報
に
合
っ
た
手
が
打
て

る
か
ら
だ
。
商
品
知
識
の
教
育

は
顧
客
を
担
当
さ
せ
な
が
ら
徐

々
に
覚
え
て
い
っ
て
も
十
分
に

間
に
合
う
。
ま
ず
は
昭
和
で
や

っ
た
入
力
・
情
報
処
理
制
御
・

出
力
か
ら
教
え
た
よ
う
な
令
和

族
の
客
先
を
見
る
目
を
作
る
た

め
の
基
礎
教
育
が
必
要
で
あ

る
。

情
報
受
信
型
よ
り
発
信
型
営
業
に

顧
客
を
見
る
目
を
作
る
基
礎
教
育

�

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

目
視
検
査
を
自
動
化

　
４
月
発
売 

飲
食
料
品
生
産
ラ
イ
ン

　
日
立
産
機
シ
ス
テ
ム
は
、
飲
食
料
品
の
生
産
ラ
イ
ン
の
最
終
工
程
で
異
常

品
を
取
り
除
く
た
め
の
目
視
検
査
を
自
動
化
す
る
エ
ッ
ジ
Ａ
Ｉ
外
観
検
査
装

置
「
エ
ッ
ジ
Ａ
Ｉ
マ
シ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
４
月
に
発
売
す
る
。

Ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
　
Ａ
Ｉ
　
Ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
　
Ｖ
ｉ

ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
（
エ
ッ
ジ
Ａ
Ｉ
マ
シ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
）

日立産機　エッジＡＩ外観検査装置

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
デ
ジ
タ
ル
入

出
力
や
ア
ナ
ロ
グ
入
出
力
、

Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
マ
ス
タ
に

対
応
し
た
防
水
型
リ
モ
ー
ト

Ｉ
／
Ｏ
「
Ｒ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
」

＝
写
真
＝
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
Ｉ
Ｐ
65
／
Ｉ

Ｐ
67
（
防
塵
、
防
噴
流
）
対

応
の
防
水
型
リ
モ
ー
ト
Ｉ
／

Ｏ
。
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
付
近

に
そ
の
ま
ま
設
置
で
き
、
Ｍ

12
コ
ネ
ク
タ
と
Ｍ
８
コ
ネ
ク

タ
を
採
用
し
、
中
継
制
御
盤

が
不
要
に
な
り
、
レ
イ
ア
ウ

ト
の
自
由
度
向
上
に
効
果

的
。

　
最
大
18
台
ま
で
ユ
ニ
ッ
ト

を
追
加
し
て
使
用
で
き
、
接

続
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
デ
ジ
タ
ル

入
出
力
、
ア
ナ
ロ
グ
入
出

力
、
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
マ
ス

タ
、
電
源
、
エ
ン
ド
ユ
ニ
ッ

ト
が
あ
る
（
電
源
、
エ
ン
ド

ユ
ニ
ッ
ト
は
接
続
ユ
ニ
ッ
ト

と
は
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
）
。

　
入
出
力
状
態
を
、
３
色
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
よ
り
緑
は
正
常
、

赤
は
異
常
（
断
線
、
通
信
エ

ラ
ー
な
ど
）
、
橙
は
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
設
定
値
以

上
出
力
な
ど
）
で
示
し
、
状

態
を
分
か
り
や
す
く
表
示
。

診
断
情
報
（
過
電
流
、
短

絡
、
エ
ラ
ー
等
）
も
取
得
で

き
、
装
置
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
に
つ

な
げ
ら
れ
る
。

直
動
式
２
・
３

ポ
ー
ト
電
磁
弁

Ａ
Ｃ
２
３
０
Ｖ　

電
圧
オ
プ
シ
ョ
ン

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
直
動
式
２
・

３
ポ
ー
ト
電
磁
弁
「
マ
ル
チ

フ
ィ
ッ
ト
Ｆ
Ｆ
Ｂ
・
Ｆ
Ｆ
Ｇ

シ
リ
ー
ズ
」
に
電
圧
オ
プ
シ

ョ
ン
（
Ａ
Ｃ
２
３
０
Ｖ
）
＝

写
真
＝
を
追
加
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
水
、
真
空
、

油
と
各
種
の
流
体
制
御
バ
ル

ブ
で
求
め
ら
れ
る
機
能
を
一

つ
の
本
体
に
集
約
し
て
標
準

装
備
し
、
多
種
な
流
体
に
対

応
。
プ
ラ
ン
ジ
ャ
と
ウ
ェ
ア

リ
ン
グ
の
一
体
化
構
造
で
ド

ラ
イ
エ
ア
で
も
一
般
エ
ア
と

同
等
の
耐
久
性
を
実
現
し
て

い
る
ほ
か
、
プ
ラ
ン
ジ
ャ
・

フ
レ
ア
パ
イ
プ
に
高
耐
食
材

料
、
黄
銅
ボ
デ
ィ
に
脱
亜
鉛

黄
銅
材
料
を
採
用
し
接
液
部

の
耐
食
性
を
向
上
。
全
波
整

流
器
搭
載
コ
イ
ル
（
Ａ
Ｃ
タ

イ
プ
）
は
、
過
電
流
に
よ
る

コ
イ
ル
焼
け
防
止
と
省
電
力

化
に
対
応
し
、
耐
圧
容
器
構

造
で
外
部
漏
れ
リ
ス
ク
も
低

減
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ

防
水
型
リ
モ
ー
ト
Ｉ
／
Ｏ

デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
入
出
力

Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
マ
ス
タ
対
応

東
芝
デ
バ
イ
ス
＆
ス
ト
レ
ー
ジ

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス

誘
導
性
付
加
の
駆
動
制
御

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
比
べ
て
実
装

面
積
を
約
71
％
に
削
減
、
高

さ
を
約
80
％
に
低
減
し
、
ピ

ン
間
ピ
ッ
チ
を
０
・
65
㍉
㍍

に
短
縮
し
た
小
型
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｐ

30
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
搭
載
し
、

機
器
の
低
損
失
と
小
型
化
に

有
効
。
過
電
流
保
護
回
路
と

過
熱
保
護
回
路
を
内
蔵
し
、

機
器
の
信
頼
性
向
上
に
も
効

果
的
。

　
最
大
動
作
温
度
も
、
従
来

製
品
の
85
℃
に
対
し
て
同
製

品
は
１
１
０
℃
と
高
く
、
よ

り
高
温
度
状
況
で
の
使
用
に

適
し
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｌ
Ｃ
や
Ｎ
Ｃ
工
作
機

械
、
イ
ン
バ
ー
タ
ー
・
サ
ー

ボ
、
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
制
御

機
器
な
ど
へ
の
搭
載
を
想
定

し
て
い
る
。

５
相
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ

取
付
角
28
㎜
追
加

オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー

　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー

は
、
５
相
ス
テ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
タ
ー
「
Ｐ
Ｋ
Ｐ
／
Ｐ
Ｋ
シ

リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
、
高
分

解
能
タ
イ
プ
に
取
付
角
寸
法

28
㍉
㍍
を
追
加
し
た
。

　
同
製
品
は
、
基
本
ス
テ
ッ

プ
角
度
０
・
72
度
（
１
回
転

５
０
０
分
割
）
の
高
ト
ル
ク

・
低
振
動
の
５
相
ス
テ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
タ
ー
。
位
置
決
め

精
度
の
向
上
、
外
部
負
荷
に

対
す
る
、
角
度
変
位
の
低
減

の
ほ
か
、
装
置
の
小
型
化
が

可
能
。

　
Ｃ
ｏ
ｈ
ｅ
ｓ
ｉ
ｔ
ｙ

は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
業

界
で
も
増
加
し
て
い
る
ラ

ン
サ
ム
ウ
エ
ア
の
脅
威
に

対
し
、
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
、
復
旧
を
よ
り
シ
ン
プ

ル
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
型
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
「
Ｃ
ｏ
ｈ
ｅ
ｓ
ｉ
ｔ

ｙ
　
Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
　
Ｓ
ｅ

ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
ｓ
」
を
提
供

開
始
し
た
。

　
同
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

は
、
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
、
分
類
、
隔
離
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
、
脅
威
情
報

の
入
手
、
復
旧
の
機
能
を

持
ち
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア

な
ど
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
デ
ー
タ
隔

離
と
復
旧
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
。
ク
ラ
ウ
ド
保
管
庫
に

変
更
不
可
の
デ
ー
タ
コ
ピ

ー
を
隔
離
し
て
保
存
す
る

こ
と
で
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ

ア
の
被
害
に
あ
っ
た
際

も
、
磁
気
テ
ー
プ
や
セ
ル

フ
マ
ネ
ー
ジ
ド
型
の
デ
ー

タ
保
管
庫
に
比
べ
て
迅

速
、
簡
潔
に
デ
ー
タ
を
復

旧
し
て
業
務
を
再
開
で

き
、
さ
ら
に
厳
し
い
復
旧

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
契
約

（
Ｓ
Ｌ
Ａ
）
や
規
制
要
件

に
も
対
応
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

温
度
範
囲
を
０
か
ら
50
℃
か

ら
20
％
増
と
な
る
マ
イ
ナ
ス

10
か
ら

60
℃
に
拡
張
。
別
売
り
の
フ

ァ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
を
取
り
付
け

る
と
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ス

10
か
ら
70
℃

に
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
フ
ァ
ン
レ
ス
で
ホ
コ
リ
や

異
物
の
侵
入
が
な
く
、
経
年

劣
化
す
る
部
品
の
使
用
を
極

力
抑
え
た
設
計
と
合
わ
せ
て

保
守
点
検
業
務
の
負
担
を
大

幅
に
軽
減
。
Ａ
Ｉ
な
ど
エ
ッ

ジ
領
域
で
使
用
す
る
ハ
イ
ス

ペ
ッ
ク
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は

発
熱
量
が
多
く
、
熱
対
策
が

必
要
な
の
に
対
し
、
同
製
品

は
そ
れ
を
解
決
し
て
い
る
。

組
み
込
み
用
、
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
産
業
用
Ｐ
Ｃ

電
源
断
運
用
対
応

15
モ
デ
ル
を
追
加

　
コ
ン
テ
ッ
ク
は
、
フ
ァ
ン

レ
ス
組
み
込
み
用
Ｐ
Ｃ
「
ボ

ッ
ク
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
と

タ
ッ
チ
ス
ク
リ
ー
ン
表
示
器

一
体
型
産
業
用
Ｐ
Ｃ
「
パ
ネ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
に
、
シ

ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
処
理
不
要
の

電
源
断
運
用
に
対
応
す
る

「
電
断
プ
ロ
テ
ク
ト
」
機
能

を
実
装
し
た
15
モ
デ
ル
を
追

加
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
ブ
ー
ト
ド
ラ

イ
ブ
に
Ｓ
Ｓ
Ｄ
（
Ｔ
Ｌ
Ｃ
）

を
採
用
し
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ

ｓ
　
10
　
Ｉ
ｏ
Ｔ
　
Ｅ
ｎ
ｔ

ｅ
ｒ
ｐ
ｒ
ｉ
ｓ
ｅ
　
Ｌ
Ｔ
Ｓ

Ｂ
　
２
０
１
９
を
プ
レ
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
た
フ
ァ
ン
レ

ス
、
ス
ピ
ン
ド
ル
レ
ス
を
実

現
し
た
産
業
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
。
突
然
の
電
源
ダ
ウ
ン
で

も
書
き
込
み
中
の
デ
ー
タ
を

保
護
で
き
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ

ｓ
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
デ
ィ

ス
ク
書
き
込
み
抑
制
）
機
能

と
併
用
す
る
こ
と
で
、
Ｏ
Ｓ

の
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
処
理
な

し
で
安
全
に
電
源
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に

す
る
こ
と
が
可
能
な
「
電
断

プ
ロ
テ
ク
ト
」
機
能
を
実
装

し
た
。
ま
た
強
力
な
保
護
機

能
を
搭
載
し
た
Ｓ
Ｓ
Ｄ
を
採

用
し
、
電
圧
低
下
が
起
こ
る

と
即
座
に
Ｓ
Ｓ
Ｄ
へ
の
新
規

書
き
込
み
処
理
の
受
付
を
停

止
し
、
電
力
が
失
わ
れ
る
前

に
最
終
書
き
込
み
処
理
を
行

い
、
デ
ー
タ
損
失
を
防
ぐ
。

コ
ン
テ
ッ
ク

ハ
イ
パ
ワ
ー
フ
ァ
ン
レ
ス

組
み
込
み
用
Ｐ
Ｃ

使
用
温
度
範
囲
40
％
拡
張

　
コ
ン
テ
ッ
ク
は
、
使
用
温

度
範
囲
を
最
大
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FA業界掲示板
■ 北陽電機、まんがで分かる制御機器「第7話自己保
持？」を公開
　北陽電機は、
制御機器の知識
についてまんが
を織り込みなが
ら学んでいくコ
ンテンツ「まん
がで分かる制御
機器　ホクヨウ
マナブの奮闘日
誌」について、第7話「自己保持？」を公開した。
■ 北陽電機、チラシ「屋外のよくある作業中のトラブ
ルを測域センサで解決」公開
　北陽電機は、測域センサ
「UST-30LC」の活用シーンを
紹介するチラシ「屋外のよくあ
る作業中のトラブルを測域セン
サで解決」を公開した。
　同製品は、小型軽量で、屋外
対応、検出距離30㍍あり、衝
突防止や走行停止などのトラブ
ルを回避でき、安全意識を高め
つつスムーズな作業を実現でき
る。
■ SMC、「SMC製チラーはこんなところでも使われ
ています！」の陶器製造版を公開
　SMCは、チラー導入事例「SMC製チラーはこんな
ところでも使われています！」について、陶器製造の
バージョンを公開した。
　同社製チラーは、陶器製造工程において、釉薬温度
管理のメリット、釉薬の陶器への付着バラツキを低
減、コーティング膜厚の均一化による強度向上、釉薬
色の色調安定化、歩留まり向上による品質向上に使わ
れている。
　事例は電子カタログ形式で誰でも見ることができ
る。
■ コグネックス、固定型バーコードリーダー実機が当
たる発売開始記念キャンペーン
　コグネックスは、固定型バーコードリーダー
「DATAMAN282」について、ドーム照明型タイプ
の発売開始を記念し
て、実機が当たるキ
ャンペーンを3月31
日まで実施してい
る。
　DATAMAN282
ドーム照明型モデル
は、FA業界に多
い、局面のコードや、光沢のある金属表面に打刻され
たDPMの読み取りに最適な固定型バーコードリーダ
ー。キャンペーンでは3月31日までに申し込んだ人に
対し、抽選で4人に同製品の実機をプレゼントする。
■ ミスミ「meviy」、ものづくり日本大賞総理大臣賞
受賞記念どら焼き全員プレゼント
　ミスミは、デジタル部品調達サービス「meviy（メ
ビー）」が、第9回ものづ
くり日本大賞の最高賞であ
る内閣総理大臣賞を受賞し
たことを記念して、2月28
日までのキャンペーン期間
中にメビーで部品購入＆応募した全員に「お祝いどら
焼き」（箱入り4個）をプレゼントするキャンペーン
を実施している。
　対象者は、キャンペーン対象期間（2月1日～28
日）にmeviyで部品を購入した人で、対象商品は​
meviy板金加工・切削加工（角物・丸物）、meviyラ
ピッドプロトタイピングで購入した部品（MVから始
まる型番商品）となる。

■ セイコーエプソン、世界初、アキシャルギャップ型
モータの三次元数理モデルを構築

　セイコーエプソンは、薄型、省エネルギー、高効
率、高トルクなどの長所を合わせ持つ次世代モーター
として注目されているアキシャルギャップ型モーター
について、任意の磁石極数と磁石配列を持つ3次元数
理モデルを世界で初めて構築した。
　アキシャルギャップ型モーターは永久磁石を回転子
とするPM同期モーターのひとつで、磁場の向きがモ
ーターの回転軸と平行になるように磁石を平面上に周
期配列したモーター。従来のラジアルギャップ型モー
ターに比べて、さらに薄型、省エネルギー、高効率、
高トルクなどを実現でき、産業用ロボットの関節モー

ターや、電気自動車など次世代モビリティのインホイ
ールモーターなど、さまざまな産業分野への活用が期
待されている。
　今回、さまざまな磁石極数や磁石配列のパターンに
対応した3次元数理モデルを独自に開発。これにより
磁石の極数、配列、コイルの数、形状寸法などパラメ
ーターを含み、数学的に導かれた計算式によってモー
ター内部の物理現象を解析ができるようになり、あら
ゆる極数や配列に対応したアキシャルギャップ型モー
ターの動作特性を短時間で解明できるようになった。
　この成果をまとめた学術論文は、米国電気電子学会
（IEEE）が発刊する国際ジャーナル「IEEE 
Access」に掲載された。

■ 三菱電機、コラム「三菱のサーボが業界最後発から
トップにのぼりつめた理由」公開
　三菱電機は、FAサイトの情報サイト「The Art of 
Manufacturing―ものづくり」で、コラム「三菱のサ
ーボが業界最後発からトップにのぼりつめた理由」の
第1話（全3話）を公開した。
　いまでこそサーボでは三菱電機は業界トップクラス
のシェアを持っているが、当初はサーボ業界では最後
発のメーカーだった。後追いの立場から始まった同社
のサーボが、なぜ今では多くのユーザの支持を集める
ようになったのかについて、参入初期からサーボの開
発に携わり、三菱電機で「サーボの全てを知る男」と
も称される主席技監の堤清介氏がその軌跡を紹介して
いる。
■ フエニックス・コンタクト、脱炭素チャレンジカッ
プ2023に協賛

　フエニックス・コンタクトは、日本法人として初め
てとなる社会貢献活動の一環として、優れた脱炭素の
取り組みやアイデアを表彰する「脱炭素チャレンジカ
ップ2023」の協賛を行う。
　脱炭素チャレンジカップは、学校・団体・企業・自
治体など多様な主体が展開する脱炭素を目的とした地
球温暖化防止に関する地域活動について優れた取組を
表彰する全国大会で、同社はその理念に共感し協賛す
ることとなった。2023年は同社にとってドイツ本社
創設100周年、日本法人設立35周年を記念し、全社的に
〝サステナビリティ〟に関連する活動を強化している。
■ オムロン、OKIサーキットテクノロジーへのモバイ
ルロボット導入事例の動画公開
　オムロンは、OKI
サーキットテクノロ
ジーでのモバイルロ
ボットの導入事例の
動画を公開した。
　山形県鶴岡市の
OKIサーキットテク
ノロジー鶴岡工場は、多品種のプリント基板を製造。
プリント基板は多層化するほどNC加工、銅めっき、
露光やエッチングに加え中間検査など複雑に異なった
プロセスを重ねていくため、製品完成までの搬送回数
・距離は増加していたが、同社ではモバイルロボット
3台の導入により、9時間の搬送、1日あたり30㌔㍍の
搬送工数を自動化に成功。また搬送頻度を上げること
で工程内滞留をなくして設備の稼働率を高め、結果と
して10%の生産性向上を実現。さらに、（モバイルロ
ボット管制システムの）見える化により、生産計画の
実行精度が向上したとしている。
■ シーシーエス、「画像処理用LED照明総合カタログ
2023」デジタル版を公開

　シーシーエスは、「画像処理用LED照明総合カタ
ログ2023」のデジタル版を同社WEBサイトで公開し
た。新製品情報をはじめ、各種製品が全384㌻に掲載
され、無料で閲覧することができる。
■富士電機、ケニア向け地熱発電設備を受注
　富士電機は、ケニア共和国メネンガイ地熱発電所向

けに、アフリカで
電力事業を手がけ
る 英 国 の
Globeleq社の子
会社であるQPEA 
GT  Menenga i 
LimitedとEPC契
約を締結した豊田
通商から、地熱発
電設備一式を受注
した。送電端出力
は35MW、運転
開始は2025年を
予定している。

セミナー・イベント情報

■ ORiNフォーラム2023、3月2日に東京港区・機械振
興会館で開催

　ORiN協議会は、3月2日に東京都港区の機械振興会
館で「ORiNフォーラム2023」を開催する。
　ネットワーク環境で異なるメーカーや機種を超え、
産業用機器への統一的なアクセス手段を提供するオー
プンインターフェース：ORiN（Open Resource 
Interface for the Network）の最新応用事例を紹介す
る。川田テクノロジーズによる「建設現場向けアバタ
ーへの挑戦とDXへの活用」をはじめ、「ORiNでつ
ながるKawasaki Robot Digital Platformについて
（仮）」（川崎重工業）、「ORiNを活用するクラウ
ドIoTデータ基盤の適用とAIユースケース」（グーグ
ル・クラウド・ジャパン）などの講演が行われる。
　参加無料。定員は75人。
■ オリエンタルモーター、3月17日まで「WEB展示会
2023春」を開催中

　オリエンタルモーターは、3月17日まで「WEB展
示会2023春」を開催している。
　目玉の新製品情報では、ACサーボモーターAZXシ
リーズ、ステッピングモーターPKPシリーズ、PKP

シリーズエンコーダ付のほか、電動グリッパEHシリ
ーズ3つ爪タイプを360度どこからでも見られるコン
テンツを用意している。
　このほか特別コンテンツとして「αSTEP AZシリ
ーズ開発秘話」や、ロボット内製化支援、自動化支援
の最新動向の解説記事、設備のカーボンニュートラル
化に役立つ製品等の情報を紹介している。
　またZoomを使ったショートセミナー、製品を使っ
た実験内容を動画等で解説する「おりらぼ」なども公
開している。
■ 菱電商事、3月6日オンラインセミナー「バイオミメ
ティクス加工技術研究会第8回」
　菱電商事は、3月6日にオンラインで「第8回バイオ
ミメティクス加工技術研究会」を開催する。テーマは
超短パルスレーザーを用いた最新の微細加工技術、機
能的テクスチャの実用化など。
　超短パルスレーザーを用いた最新の微細加工技術動
向、レーザー微細加工の実現方法・適用例、機能的テ
クスチャによる高機能表面（撥水、親水、抗菌、加
飾）の実例、レーザー微細加工の受託・レーザー加工
機の導入について、知りたい、相談したいという人に

最適な内容となっている。
■ ピルツジャパン、3月17日セーフティネットワーク
ジャパン第110回定例会をリアル・オンライン開催

　ピルツジャパンは、3月17日に「セーフティネット
ワークジャパン（SNJ）第110回定例会」をリアルと
ハイブリッドで開催する。
　長岡技術科学大学大学院工学研究科システム安全工
学専攻北條理恵子准教授を講師に招き、「協調安全」
と「Well-being」を融合させた作業現場をどのように
実現できるのか、現場での実証実験の結果報告や、
Well-beingの標準化への取り組みなど、最近の研究や
活動に紹介する。
　定員はリアル10人、オンライン50人。参加は無料
非会員も参加可能（リアルは会員のみ）。
■ ハーティング、2月21～23日、オンラインイベント
「産業用イーサネットウィーク」開催（英語）

　ハーティングは、2月21日から23日までグローバル
なオンラインイベント「第2回Industrial Ethernet 
Week（産業用イーサネットウィーク）」を開催す
る。
　「デジタル通信」をテー
マとし、適切なケーブルや
コネクタを使用したデータ
の収集と伝送、将来のビジ
ネスモデルのためのインテ
リジェントなデータ処理に
ついて、シェフラー、ベッ
コフ、マイクロソフト、
I o T  U s e C a s e 、
Supplyframe、EPLAN、
フルークネットワークス、
Sparkfun、アナログデバ
イセズなどからゲストを招いて議論する。
　イベントはライブで世界50カ国以上に英語でオン
ラインストリーミング配信する。各日程の主要テーマ
は、1日目「産業変革:デジタル化、接続、産業メタバ
ース、IIoTなど」、2日目「工場施工:イーサネットケ
ーブリング、防水/現場結線/最大Cat.8.2対応の接続
など」、3日目「デバイス設計:シングルペアイーサネ
ットなどの小型インターフェース、PCBコネクタな
ど」
　参加申し込みはWEBから。
https://www.harting.com/JP/ja/harting-industrial-
ethernet-week-2023

生産終了

■ NKKスイッチズ、2023年7月20日でロッカスイッチ
「MLWシリーズ」標準品全機種を受注停止

　NKKスイッチズは、2023年7月20日でロッカスイ
ッチ「MLWシリーズ」標準品とその付属品の全機種
を受注停止する。規格認定品、特注品も対象とし、推
奨代替品はなし。販売は2024年1月25に中止となる。
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ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
に
よ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
が
ロ
シ
ア
以
外
か
ら
の
天

然
ガ
ス
、
石
油
、
石
炭
の
調

達
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
日
本
で
は
原
子
力

発
電
所
が
停
止
し
て
お
り
、

火
力
発
電
の
割
合
が
増
え
て

い
る
状
態
で
す
。

　
日
本
の
原
子
力
発
電
は
、

世
界
で
４
番
目
の
設
備
能
力

を
有
し
て
い
ま
す
が
、
原
子

力
発
電
の
発
電
電
力
量
に
占

め
る
シ
ェ
ア
は
、
２
０
１
０

年
度
に
25
・
１
％
で
し
た

が
、
２
０
２
０
年
度
は
定
期

点
検
等
に
よ
る
各
機
の
停
止

が
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
３
・

９
％
と
低
か
っ
た
で
す
。

　
私
個
人
と
し
て
は
、
安
全

対
策
を
進
め
な
が
ら
原
子
力

発
電
の
稼
働
を
増
や
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
が
、
各
原

子
力
発
電
所
で
運
転
差
し
止

め
の
裁
判
が
起
き
て
い
る
こ

と
な
ど
も
あ
り
す
ぐ
に
再
稼

働
す
る
こ
と
は
難
し
い
で

す
。

　
直
近
で
は
２
月
10
日
に
政

府
が
原
発
推
進
へ
の
政
策
転

換
を
閣
議
決
定
し
た
の
で
、

こ
の
先
ど
う
変
わ
っ
て
い
く

の
か
注
目
で
す
。

　
仮
に
原
子
力
発
電
所
が
す

ぐ
に
再
稼
働
し
て
も
、
各
電

力
会
社
は
原
子
力
発
電
の
稼

働
を
前
提
に
電
気
料
金
を
算

出
し
て
い
る
た
め
、
電
気
代

は
す
ぐ
に
安
く
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
少
し
は
期
待

し
た
い
で
す
ね
。

　
今
回
は
暗
い
話
題
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
世
界

的
な
問
題
が
電
気
代
に
映
し

出
さ
れ
て
お
り
、
化
石
燃
料

不
足
に
よ
る
燃
料
費
高
騰
の

影
響
は
、
２
０
２
３
年
も
続

く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
２
３
年
４
月

に
は
大
手
電
力
会
社
の
多
く

が
一
般
家
庭
向
け
の
電
気
料

金
（
規
制
料
金
）
の
値
上
げ

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
い
っ
た
い
ど
こ
ま
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
は
続
く

の
で
し
ょ
う
か
。

　
出
口
が
見
え
ず
に
不
安
で

す
が
、
い
つ
か
落
ち
着
く
こ

と
を
信
じ
て
今
は
無
理
の
な

い
範
囲
で
節
電
し
、
耐
え
忍

ぶ
し
か
な
い
で
す
。

【
著
者
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
】
シ
マ
タ
ケ

　
共
働
き
の
子
育

て
会
社
員
。
工
場

で
15
年
間
働
く
電

気
エ
ン
ジ
ニ
ア
。
現
在
は
某
製
造
メ
ー
カ
ー

の
生
産
技
術
担
当
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
、

第
３
種
電
気
主
任
技
術
者
、
第
２
種
電
気
工

事
士
、
機
械
保
全
技
能
士
電
機
系
２
級
、
工

事
担
任
者
（
現
Ｄ
Ｄ
第
１
種
）
、
２
級
ボ
イ

ラ
ー
技
士
、
消
防
設
備
士
（
乙
６
、
７
）
、

危
険
物
取
扱
者
（
乙
４
）
な
ど
多
数
の
国
家

資
格
を
取
得
。
心
理
学
を
勉
強
中
で
メ
ン
タ

ル
ケ
ア
心
理
士
、
行
動
心
理
士
も
取
得
。

　
「
電
気
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ツ
ボ
」
で
ブ
ロ
グ

とYoutube

で
情
報
を
発
信
中

　https://shimatake-web.com/

　https://www.youtube.com/c/
JapaneseElectricalEngineer

製
品
作
り
か
ら
魅
力
づ
く
り
に

転
換
せ
よ
。

日
本
が
目
指
す

モ
ノ
づ
く
り

急所84

く
て
も
ブ
ラ
ン
ド
を
育
て
れ

ば
魅
力
で
売
れ
る
よ
う
に
な

る
か
ら
で
す
。

　
自
分
た
ち
が
造
っ
て
い
る

製
品
を
お
客
さ
ま
が
ど
う
評

価
し
て
く
れ
て
い
る
か
に
着

目
し
て
魅
力
品
質
の
向
上
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

は
と
に
か
く
性
能
が
良
く
壊

れ
な
い
こ
と
を
示
す
品
質
表

示
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
40
年
も
前
の
話
に
な
り
ま

す
が
、
私
は
家
族
で
ア
メ
リ

カ
に
２
年
間
住
む
こ
と
に
な

り
、
基
本
的
な
家
財
道
具
を

現
地
で
そ
ろ
え
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
ず
近
所
の
巨

大
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
ア
メ
リ
カ
ブ
ラ
ン
ド
の
テ

レ
ビ
を
買
っ
た
の
で
す
が
、

一
目
見
て
映
り
が
く
っ
き
り

は
っ
き
り
し
て
い
な
い
な
ぁ

…
…
と
い
う
印
象
を
持
つ
よ

う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
上

ひ
と
月
し
な
い
う
ち
に
壊
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
仕
方
な
く
中
古
の
日
本
製

の
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え
た
と

こ
ろ
映
り
は
良
い
し
壊
れ
な

い
し
、
と
い
う
大
き
な
違
い

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」
、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
。

�101
項

日本カイゼンプロジェクト
会長　　柿内幸夫

儲かるメーカー
改善の急所

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
よ
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情

報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
な

ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学
会
、
公
開

カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら

https://www.kaizenproject.
jp/

し
た
も
の
で
し
た
。
そ
し
て

驚
い
た
こ
と
に
、
現
地
の
ア

メ
リ
カ
人
の
友
人
な
ど
も
同

様
に
「
日
本
製
の
モ
ノ
は
品

質
が
良
い
」
と
口
を
そ
ろ
え

て
言
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
そ
の
時
は
壊
れ

な
い
に
代
表
さ
れ
る
「
機
能

品
質
」
で
評
価
さ
れ
て
売
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
と
こ
ろ
が
機
能
品
質
と

い
う
レ
ベ
ル
な
ら
世
界
中
の

ど
こ
で
も
達
成
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
今
で
は
そ
れ
が
当

た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

供
給
過
剰
で
価
格
下
落
が
止

ま
ら
な
い
デ
ジ
タ
ル
製
品
は

そ
の
最
た
る
例
で
し
ょ
う
。

製
品
の
機
能
性
で
戦
っ
て
い

る
う
ち
は
、
世
界
を
相
手
に

し
た
価
格
競
争
を
強
い
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
中
小
メ
ー
カ
ー
が
め
ざ
す

べ
き
こ
と
は
、
ス
ペ
ッ
ク
や

機
能
と
い
っ
た
も
の
を
越
え

て
、
魅
力
が
あ
る
か
ら
買
う

と
言
わ
れ
る
次
の
ス
テ
ー
ジ

の
モ
ノ
づ
く
り
に
転
換
し
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
小
さ

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
外

に
も
現
地
で
買
う
子
供
服
は

洗
濯
機
で
洗
う
と
す
ぐ
に
ほ

つ
れ
が
出
て
く
る
け
れ
ど
、

日
本
か
ら
持
っ
て
き
た
子
供

服
は
全
く
問
題
起
き
な
い
な

ど
、
「
や
は
り
日
本
の
モ
ノ

は
い
い
な
あ
…
…
」
と
実
感

　
日
本
の
製
品
が
世
界
を
席

巻
し
て
い
た
時
に
は
、
「
Ｍ

ａ
ｄ
ｅ 

in 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」

組
立
作
業
に
お
け
る
作
業
者
間
の
レ
ベ
ル

　
多
品
種
少
量
生
産
の
制
御
盤
で

は
、
組
立
手
順
の
異
な
る
機
種
を

ラ
ン
ダ
ム
に
製
作
し
て
い
く
。
経

験
の
少
な
い
作
業
者
は
複
雑
な
組

立
作
業
と
品
質
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

の
理
解
が
浅
く
、
手
順
や
作
業
の

間
違
い
が
起
き
て
作
業
が
遅
れ
、

全
体
の
生
産
効
率
や
品
質
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
だ

か
ら
と
言
っ
て
、
作
業
者
が
そ
れ

を
な
く
そ
う
と
作
業
リ
ー
ダ
ー
に

作
業
内
容
を
確
認
し
た
り
、
紙
ベ

ー
ス
の
手
書
き
の
手
順
書
を
見
返

し
た
り
し
て
い
る
と
生
産
性
が
下

が
っ
て
し
ま
う
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
、
作
業
者
間
の

組
立
作
業
と
品
質
レ
ベ
ル
の
違
い

が
こ
う
し
た
非
効
率
を
産
む
原

因
、
壁
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
解
消
す
る
に
は
、
個
々

制御盤製造のDXの壁とその解決策⑯

の
作
業
者
間
の
組
立
作
業
と
品
質

レ
ベ
ル
の
均
質
化
が
必
要
で
、
そ

の
た
め
に
は
組
立
工
程
の
ナ
ビ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
を
整
備
す
る
の
が
有
効

と
な
る
。

　
例
え
ば
、
部
品
や
搬
送
用
の
ト

レ
イ
オ
ー
ダ
ー
と
連
動
し
た
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
や
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
を
付
与
し
、

作
業
員
が
そ
れ
を
読
み
取
る
と
作

業
内
容
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
は
効
果
的
だ
。

　
組
立
を
行
っ
て
い
る
制
御
盤
の

組
立
方
法
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

部
品
や
工
具
、
品
質
管
理
ポ
イ
ン

ト
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
に
表
示
し
、
３
Ｄ
　
Ｃ
Ａ
Ｄ
の

画
像
や
動
画
で
分
か
り
や
す
く
紹

介
し
、
作
業
員
は
そ
れ
を
参
照
し

な
が
ら
作
業
を
行
っ
て
い
く
仕
組

み
。
紙
ベ
ー
ス
の
手
書
き
の
基
準

書
を
参
照
す
る
手
間
や
作
業
リ
ー

ダ
へ
確
認
す
る
手
間
が
低
減
で

き
、
ミ
ス
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
手
順
を
踏
ま
な
い
と
次

の
作
業
に
行
け
な
い
仕
組
み
や
、

作
業
ミ
ス
を
履
歴
と
し
て
自
動
で

収
集
す
る
も
の
な
ど
も
整
備
す
る

と
、
よ
り
非
効
率
の
種
を
少
な
く

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

工程ナビゲーション整備

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
で
複
雑
化
す
る
管
理

　
時
に
発
生
す
る
自
然
災
害
や
地
政
学

上
リ
ス
ク
は
、
安
定
し
た
部
材
調
達
、

生
産
の
維
持
、
経
営
の
継
続
を
困
難
に

す
る
。
そ
の
た
め
に
も
部
材
の
調
達
先

や
部
品
の
製
造
先
、
加
工
・
組
立
を
行

う
工
場
は
あ
る
特
定
の
地
域
に
集
中
さ

せ
ず
、
あ
る
程
度
分
散
さ
せ
て
リ
ス
ク

回
避
を
図
る
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
い

る
。

　
と
は
言
え
、
分
散
化
す
る
こ
と
で
生

産
管
理
や
工
程
管
理
、
原
価
管
理
は
複

雑
に
な
り
、
中
間
在
庫
品
な
ど
の
現
物

は
簡
単
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
は
で
き

ず
、
対
応
は
と
て
も
難
し
い
。

　
そ
の
解
決
に
は
、
そ
れ
ら
を
全
て
見

え
る
化
す
る
デ
ジ
タ
ル
の
仕
組
み
を
整

備
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
を
共
有

し
て
素
早
い
判
断
が
で
き
る
こ
と
が
重

要
だ
。
分
散
化
さ
れ
た
各
工
場
の
生
産

進
捗
を
見
え
る
化
し
，
設
計
と
製
造
に

関
わ
る
情
報
が
デ
ジ
タ
ル
で
共
有
さ
れ

て
い
れ
ば
、
早
い
段
階
で
他
の
拠
点
や

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
へ
の
製
造
依
頼
や
現

地
調
達
が
で
き
、
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

制御盤製造のDXの壁とその解決策⑱

見える化し情報共有密に

や
り
慣
れ
た
作
業
を
変
え
る
難
し
さ

　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
製
造
業

の
各
工
程
で
は
依
然
と
し
て
紙
で
の
内
容
確
認
や

作
業
の
完
了
確
認
は
印
鑑
を
押
し
て
い
る
と
い
っ

た
ケ
ー
ス
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
で
デ

ー
タ
入
力
し
た
方
が
手
軽
で
効
率
的
で
あ
っ
た

り
、
履
歴
管
理
や
改
ざ
ん
防
止
に
優
れ
て
い
た
り

し
て
い
て
も
、
各
現
場
で
の
慣
れ
や
作
業
者
の
使

い
や
す
さ
が
優
先
さ
れ
、
昔
か
ら
ず
っ
と
習
慣
的

に
や
っ
て
き
た
非
効
率
作
業
が
な
く
な
ら
ず
、
変

え
る
の
が
難
し
い
。

　
そ
う
し
た
壁
の
解
消
に
は
、
現
在
よ
り
も
簡
単

で
手
軽
な
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
用
意

し
、
誰
で
も
で
き
る
、
一
瞬
で
で
き
る
と
い
っ
た

や
り
方
・
シ
ス
テ
ム
を
用
意
す
る
こ
と
が
有
効

だ
。

　
例
え
ば
、
作
業
完
了
の
報
告
・
連
絡
を
押
し
ボ

タ
ン
ひ
と
つ
押
す
だ
け
で
で
き
る
よ
う
に
し
た

り
、
デ
ー
タ
入
力
を
キ
ー
ボ
ー
ド
で
打
っ
て
い
た

も
の
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
や
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
を
活
用
し
て
読

み
取
り
だ
け
で
自
動
入
力
す
る
よ
う
に
し
た
り
、

便
利
で
あ
っ
て
も
難
し
い
操
作
、
複
雑
な
使
い
方

に
な
る
よ
う
な
も
の
で
な
く
、
表
向
き
に
は
使
い

や
す
さ
を
重
視
し
、
裏
で
は
便
利
な
機
能
が
動
い

て
い
る
と
い
っ
た
風
に
、
し
た
た
か
な
シ
ス
テ
ム

だ
と
現
場
も
受
け
入
れ
や
す
い
。

制御盤製造のDXの壁とその解決策⑰

シンプルで簡単さが大事

制
御
盤
の
設
計
・
製
造
工
程
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

使
っ
て
効
率
化
し
、
制
御
盤
関
連
各
社
の
体
質
強

化
を
実
現
す
る
「
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
」
。
し
か
し
そ
こ

に
至
る
ま
で
は
い
く
つ
も
の
壁
・
ハ
ー
ド
ル
が
存

在
す
る
。
日
本
電
機
工
業
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
制
御

盤
２
０
３
０
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
制
御
盤

の
制
作
工
程
の
将
来
の
形
と
し
て
「
制
御
盤
２
０

３
０
」
を
提
示
し
、
さ
ら
に
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
を
阻
む

壁
と
そ
れ
に
対
す
る
推
進
策
を
「
制
御
盤
製
造
業

界
向
け
Ｄ
Ｘ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
し
て
ま
と
め
て

い
る
。
本
記
事
で
は
、
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と

に
、
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
実
現
に
立
ち
は
だ
か
る
壁
と
そ

の
解
決
策
を
紹
介
す
る
。

落ち着き願い無理なく節電
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情
報
通
信
、車
載
、社
会
イ
ン
フ
ラ
け
ん
引

省
工
数
、省
ス
ペ
ー
ス
製
品
の
開
発
進
む

　
端
子
台
、
コ
ネ
ク
タ
な
ど
の
配
線
接
続
機
器
へ
の
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。
情
報
通
信
技

術
を
核
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
で
、
そ
れ
を
裏
方
で
支
え
る
配
線
接
続
機
器
は
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
か
ら
だ
。
同
時
に
、
人
手
不
足
な
ど
か
ら
配
線
作
業
を
い
か
に
省
力
化
で

き
る
か
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
求
め
ら
れ
て
お
り
、
端
子
台
、
コ
ネ
ク
タ
も
こ
の
意
向
に
応
え
る

開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
製
品
の
素
材
に
な
る
金
属
や
樹
脂
関
係
の
不
足
や
価
格
高

騰
が
顕
著
で
、
納
期
と
コ
ス
ト
対
応
に
苦
労
し
て
い
る
メ
ー
カ
ー
も
多
い
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
５
Ｇ
、

自
動
車
の
電
動
化
な
ど
取
り
巻
く
市
場
環
境
は
非
常
に
明
る
く
、
ま
す
ま
す
拡
大
基
調
が
続
き

そ
う
だ
。

厳
し
さ
続
く
納
期
対
応
、コ
ス
ト
上
昇

配線接続機器 高水準の需要維持

加
減
も
不
要
な
ど
、
省
力
化
効
果
は
大
き
い
。

ま
だ
配
線
作
業
が
不
慣
れ
な
初
心
者
で
あ
っ
て

も
簡
単
に
作
業
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
熟
練
作

業
者
で
な
く
て
も
配
線
技
術
習
得
に
時
間
が
か

か
ら
ず
、
懸
念
さ
れ
て
い
た
振
動
で
の
配
線
の

緩
み
や
経
年
で
の
信
頼
性
に
対
す
る
心
配
も
使

用
実
績
を
重
ね
る
こ
と
で
拭
い
去
ら
れ
、
採
用

加
速
へ
の
追
い
風
に
な
っ
て
い
る
。

　
ス
プ
リ
ン
グ
式
も
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
接
続

方
法
に
は
多
少
違
い
が
あ
る
。
配
線
工
具
を
使

用
す
る
方
法
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
は
工
具
不

要
の
方
法
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
配
線
ケ
ー

ブ
ル
の
先
に
フ
ェ
ル
ー
ル
を
装
着
し
た
方
法
か

ら
、
フ
ェ
ル
ー
ル
な
し
で
被
覆
し
た
ケ
ー
ブ
ル

を
そ
の
ま
ま
端
子
台
に
差
し
込
む
こ
と
が
で
き

る
方
法
も
登
場
し
て
き
て
い
る
。
配
線
が
き
ち

ん
と
接
続
で
き
て
い
る
か
の
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
表

示
も
可
能
な
こ
と
か
ら
、
作
業
ミ
ス
な
ど
接
続

不
良
の
防
止
に
も
つ
な
が
る
。
こ
の
よ
う
に
ス

プ
リ
ン
グ
式
の
接
続
方
法
は
日
進
月
歩
で
改
良

が
進
ん
で
、
使
い
や
す
さ
が
増
し
て
い
る
。

　
同
時
に
用
途
も
、
従
来
ス
プ
リ
ン
グ
式
は
制

御
用
や
小
電
力
用
を
中
心
に
普
及
が
進
ん
で
い

た
が
、
こ
こ
数
年
、
電
磁
開
閉
器
や
配
線
ブ
レ

ー
カ
ー
に
加
え
、
操
作
用
ス
イ
ッ
チ
や
ス
イ
ッ

チ
グ
電
源
な
ど
、
従
来
は
ネ
ジ
式
接
続
が
使
用

さ
れ
て
い
た
機
器
で
も
ス
プ
リ
ン
グ
式
端
子
台

の
採
用
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
電
流

用
で
の
ス
プ
リ
ン
グ
式
端
子
台
の
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
も
急
速
に
拡
充
し
て
い
る
。
１
５
０
０
Ⅴ
／

３
０
０
Ａ
の
高
圧
・
高
電
流
の
動
力
・
電
源
用

途
に
対
応
し
た
り
、
電
線
径
２
０
０
㎟
と
い
う

太
線
で
も
ド
ラ
イ
バ
ー
を
使
っ
て
ワ
ン
タ
ッ
チ

で
裸
の
電
線
接
続
が
可
能
な
端
子
台
も
販
売
さ

れ
て
い
る
。
　

り
つ
つ
あ
る
。
増
し
締
め
が
不
要
に
な
る
こ
と

で
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
面
も
ス
プ
リ
ン
グ
式
の

優
位
性
が
高
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
市
場
に
大

き
な
変
化
が
出
始
め
て
い
る
。
日
本
で
は
公
共

建
設
物
や
送
配
電
分
野
で
は
ネ
ジ
式
が
多
く
使

用
さ
れ
て
い
る
が
、
法
的
な
規
制
が
徐
々
に
見

直
さ
れ
、
国
土
交
通
省
発
行
の
公
共
建
築
工
事

標
準
仕
様
書
（
電
気
設
備
工
事
編
）
の
令
和
４

年
（
22
年
）
度
版
に
、
「
ね
じ
な
し
端
子
」
が

制
御
盤
に
使
用
す
る
器
具
の
端
子
と
し
て
追
加

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
ス
プ
リ
ン
グ
端
子
を
国

交
省
公
認
で
公
共
案
件
に
も
使
用
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
最
近
は
欧
州
を
中
心
に
、
プ
リ
ン
ト
基
板
に

外
部
端
子
を
使
用
し
な
い
で
直
接
給
電
す
る
た

め
の
大
電
流
対
応
コ
ネ
ク
タ
の
要
求
が
高
ま
っ

て
い
る
。
大
容
量
の
電
源
、
イ
ン
バ
ー
タ
、
サ

ー
ボ
ア
ン
プ
な
ど
で
プ
リ
ン
ト
基
板
に
直
接
給

電
す
る
こ
と
で
、
大
幅
な
小
型
化
と
電
力
損
失

の
低
減
が
図
れ
、
省
エ
ネ
化
に
つ
な
が
る
と
い

う
も
の
だ
。
コ
ネ
ク
タ
の
採
用
で
電
線
の
ハ
ー

ネ
ス
化
に
よ
る
組
み
立
て
性
や
ボ
ー
ド
交
換
な

ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
向
上
が
図
れ
る
と
い
う

効
果
も
見
込
め
る
。

　
最
近
発
売
さ
れ
て
注
目
さ
れ
て
い
る
端
子
台

と
し
て
、
配
線
を
端
子
側
面
か
ら
挿
入
す
る
プ

ッ
シ
ュ
イ
ン
端
子
台
で
、
設
置
高
さ
方
向
の
ス

ペ
ー
ス
に
余
裕
の
な
い
場
合
で
も
配
線
が
容
易

に
行
え
る
。
丸
端
な
ど
の
ネ
ジ
式
配
線
接
続
式

と
方
向
が
同
じ
の
た
め
、
ネ
ジ
式
端
子
台
か
ら

の
切
り
替
え
も
進
め
や
す
く
、
側
面
配
線
の
た

め
、
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
ま
で
の
配
線
曲
げ
も
不

要
に
な
る
な
ど
の
利
点
が
あ
る
。

　
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
て
い
る
端
子
台
が
、
配

線
方
式
に
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
式
を
採
用
し
て
配
線

工
数
と
端
子
ス
ペ
ー
ス
の
削
減
を
図
る
と
と
も

に
、
取
り
外
し
可
能
な
足
を
取
り
付
け
る
こ
と

で
、
縦
横
兼
用
で
使
用
で
き
る
コ
ネ
ク
タ
端
子

台
だ
。
足
を
外
し
た
場
合
は
縦
向
き
に
、
足
を

着
け
た
ま
ま
の
場
合
は
横
向
け
に
と
、
１
台
で

縦
向
き
・
横
向
き
の
両
方
に
対
応
可
能
に
な

る
。
在
庫
を
削
減
で
き
、
盤
の
小
型
化
に
も
貢

献
す
る
。

　
配
線
接
続
機
器
の
中
で
新
発
想
の
配
線
方
法

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
ケ
ー
ブ
ル
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
だ
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ

ト
や
制
御
盤
の
筐
体
面
か
ら
取
り
出
す
多
数
の

ケ
ー
ブ
ル
、
ホ
ー
ス
、
コ
ン
ジ
ッ
ト
類
を
集
約

し
、
専
用
工
具
不
要
で
簡
単
に
組
み
立
て
が
で

き
る
も
の
。
コ
ネ
ク
タ
や
圧
着
端
子
が
付
い
た

状
態
の
ケ
ー
ブ
ル
を
、
分
割
式
フ
レ
ー
ム
と
分

割
形
ケ
ー
ブ
ル
グ
ロ
メ
ッ
ト
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
素
早
く
簡
単
に
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
保
護
な
ど
級
も
最
大
Ｉ
Ｐ
68
に
対

応
で
き
る
。
Ｅ
Ｍ
Ｃ
対
策
に
も
つ
な
が
る
こ
と

で
、
評
価
を
高
め
て
い
る
。

　
用
途
も
工
作
機
械
、
鉄
道
、
建
機
な
ど
に
加

え
、
人
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
食
品
機
械
や
医
薬

製
造
機
械
な
ど
に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　
配
線
接
続
機
器
の
需
要
は
産
業
機
器
か
ら
民

生
機
器
、
車
載
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
ま
で
需
要
の

裾
野
が
非
常
に
広
い
こ
と
か
ら
、
安
定
し
た
市

場
を
形
成
し
て
い
る
。
今
後
、
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ

化
、
Ｄ
Ｃ
電
力
の
活
用
な
ど
に
よ
る
新
用
途
、

自
動
実
装
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
配
線
作
業
な
ど

が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
さ
ら
に
注
目
が
集

ま
り
そ
う
だ
。

　
大
電
流
用
途
で
は
、
丸
型
圧
着
端
子
台
（
丸

端
）
で
配
線
後
の
増
し
締
め
を
す
る
と
い
う
習

慣
が
定
着
し
て
い
る
が
、
ス
プ
リ
ン
グ
式
の
接

続
信
頼
性
へ
の
評
価
の
高
ま
り
に
加
え
、
人
手

不
足
も
重
な
り
、
徐
々
に
こ
の
習
慣
が
な
く
な

開
発
が
著
し
い
。
端
子
台
の
配
線
作
業
の
省
力

化
ニ
ー
ズ
は
人
手
不
足
も
加
わ
り
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
。

　
端
子
台
の
配
線
接
続
方
法
は
、
日
本
で
主
流

に
な
っ
て
い
る
ね
じ
式
、
欧
米
で
主
流
に
な
っ

て
い
る
圧
着
端
子
を
使
用
し
な
い
ス
プ
リ
ン
グ

式
（
ね
じ
レ
ス
式
）
と
い
う
大
き
く
２
つ
の
方

式
が
あ
る
。
ま
だ
ね
じ
式
の
採
用
が
多
い
も
の

の
、
人
手
不
足
か
ら
配
線
接
続
作
業
の
省
力
化

対
策
と
し
て
、
ス
プ
リ
ン
グ
式
の
採
用
が
増
え

て
い
る
。

　
日
本
で
は
ね
じ
を
使
っ
た
丸
型
圧
着
端
子
台

（
丸
端
）
が
長
年
使
用
さ
れ
、
定
着
し
て
い

る
。
特
に
高
圧
・
大
電
流
用
途
や
振
動
の
多
い

用
途
で
は
ね
じ
式
の
使
用
が
多
い
。
接
続
信
頼

性
が
高
い
と
い
う
の
が
大
き
な
理
由
だ
。
ス
プ

リ
ン
グ
式
は
ケ
ー
ブ
ル
を
挿
し
込
む
だ
け
で
配

線
作
業
が
完
了
し
、
ネ
ジ
締
め
作
業
や
締
め
る

　
配
線
接
続
機
器
は
、
機
器
・
装
置
の
配
線
を

つ
な
い
で
電
気
や
信
号
を
な
ど
伝
え
る
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
用
途
も
微
少
電
流
か

ら
高
容
量
電
流
ま
で
幅
広
い
。

　
５
Ｇ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
情
報
通
信
の
イ
ン
フ

ラ
投
資
や
、
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
関
連
投
資
、
さ
ら

に
は
人
手
不
足
を
背
景
に
し
た
自
動
化
・
省
人

化
投
資
の
拡
大
な
ど
で
、
需
要
は
大
き
く
拡
大

し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
旺
盛
な
需
要
の
一
方
で
、
原
材
料

の
調
達
難
か
ら
大
幅
な
納
期
遅
延
が
発
生
。
加

え
て
円
安
や
海
外
の
政
情
不
安
も
絡
ん
で
原
材

料
価
格
が
大
幅
に
上
昇
し
、
メ
ー
カ
ー
各
社
は

価
格
改
定
を
進
め
て
い
る
。
こ
こ
に
き
て
、
一

時
よ
り
は
納
期
が
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
受
注
残
も
減
少
気
味
で
あ
る
。

　
配
線
接
続
機
器
の
用
途
は
、
電
子
・
電
気
機

械
か
ら
自
動
車
・
電
車
な
ど
の
輸
送
機
器
、
受

配
電
設
備
な
ど
、
電
気
が
使
わ
れ
る
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
広
が
っ
て
い
る
。
昨
今
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
進
展
は
、
配
線
接
続
機
器
の
用
途
を
さ
ら
に

加
速
さ
せ
て
い
る
。

　
こ
の
一
方
で
、
配
線
接
続
作
業
の
省
力
化
・

省
工
数
化
を
求
め
る
声
も
強
ま
っ
て
い
る
。
人

手
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

熟
練
作
業
者
の
減
少
も
あ
り
、
未
熟
練
者
で
も

簡
単
、
か
つ
安
定
し
た
品
質
で
作
業
が
で
き
る

よ
う
な
製
品
開
発
を
求
め
る
声
も
多
い
。
そ
こ

で
、
配
線
接
続
器
機
器
で
は
、
省
配
線
化
や
省

工
数
に
つ
な
が
る
製
品
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
。

　
配
線
接
続
機
器
の
う
ち
、
端
子
台
は
小
型
・

省
ス
ペ
ー
ス
化
に
加
え
、
配
線
工
数
の
削
減
と

Ｄ
Ｃ
（
直
流
）
の
高
耐
圧
化
な
ど
を
目
指
し
た
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基板用端子台

問
題
に
も
な
り
、
若
手
育
成
で
も
ノ
ウ

ハ
ウ
を
習
得
す
る
必
要
も
あ
り
、
さ
ら

に
は
、
賃
金
高
騰
に
よ
る
作
業
コ
ス
ト

増
の
課
題
が
多
い
中
、
そ
れ
を
改
善
す

る
接
続
方
式
と
し
て
こ
の
20
年
Ｐ
Ｕ
Ｓ

Ｈ
　
Ｉ
Ｎ
接
続
方
式
が
増
え
て
い
る
状

況
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
す
べ
て
の
課

題
を
解
消
す
る
接
続
方
式
と
し
て
Ｓ
Ｎ

Ａ
Ｐ
　
Ｉ
Ｎ
接
続
方
式
を
開
発
し
た
。

　
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｐ
　
Ｉ
Ｎ
接
続
は
専
用
圧
着

ピ
ン
や
専
用
工
具
が
不
要
で
、
圧
着
工

程
を
も
不
要
と
し
て
い
る
た
め
、
配
線

を
ス
ト
リ
ッ
プ
す
る
だ
け
で
、
接
続
が

可
能
。
さ
ら
に
、
接
続
時
に
お
い
て

　
ワ
イ
ド
ミ
ュ
ラ
ー
は
、
２
０
２
２
年

世
界
初
の
新
接
続
技
術
「
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｐ 

Ｉ
Ｎ
」
を
発
明
し
て
い
る
。
配
線
に
絡

む
接
続
方
式
は
現
時
点
で
も
ネ
ジ
接
続

方
式
だ
け
で
な
く
は
ん
だ
付
け
接
続

や
、
専
用
圧
着
ピ
ン
を
要
求
す
る
接
続

が
主
の
た
め
、
専
用
工
具
も
必
要
と
な

っ
て
お
り
熟
練

者
に
よ
る
作
業

が
求
め
ら
れ
て

い
た
。
近

年
、
作
業
者
の

高
齢
化
の
た
め

熟
練
者
不
足
が

も
、
一
瞬
で
作
業
が
終
了
し
、
作
業
者

が
視
覚
お
よ
び
聴
覚
で
接
続
が
確
実
に

完
了
し
た
こ
と
を
認
識
で
き
る
設
計
と

な
っ
て
い
る
究
極
の
接
続
方
式
。

　
22
年
よ
り
２
部
品
構
成
の
基
板
コ
ネ

ク
タ
を
リ
リ
ー
ス
し
て
い
た
が
、
今
年

は
１
部
品
構
成
の
基
板
端
子
台
を
も
リ

リ
ー
ス
す
る
。
今
後
、
ピ
ッ
チ
違
い
を

拡
充
し
、
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｐ
　
Ｉ
Ｎ
接
続
用
の

基
板
接
続
部
品
を
フ
ル
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

す
る
計
画
。
基
板
接
続
部
品
だ
け
で
な

く
、
他
製
品
の
配
線
接
続
に
も
順
次
適

用
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ワ
イ
ド
ミ
ュ
ラ
ー
は
、
こ
の
先
10
年

で
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ 

Ｉ
Ｎ
接
続
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ａ

Ｐ
　
Ｉ
Ｎ
接
続
へ
移
行
し
て
い
く
と
み

て
い
る
。

差
し
込
む
だ
け
で
結
線
完
了

東洋技研

https://www.togi.co.jp/

スプリングロック式端子台
「ＶＴＸシリーズ」

に
応
え
る
製
品
で
あ
る
。

　
Ｖ
Ｔ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
は
電
線
を
差
し
込

む
だ
け
で
結
線
が
完
了
し
、
振
動
に
強

く
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
。
ま
た
、
端

子
台
同
士
が
連
結
す
る
独
自
の
嵌
合
構

造
（
Ｖ
Ｔ
Ｘ
―
16
／
２
、
３
は
除
く
）

に
よ
り
、
保
管
状
態
で
ば
ら
け
に
く

く
、
レ
ー
ル
取
り
付
け
時
の
作
業
性
も

Ｕ
Ｐ
。
さ
ら
に
導
電
部
が
向
か
い
合
わ

せ
に
な
る
間
違
っ
た
組
み
立
て
を
防
止

す
る
。
指
が
導
電
部
に
触
れ
な
い
フ
ィ

ン
ガ
ー
プ
ロ
テ
ク
ト
構
造
に
よ
り
、
安

全
性
も
確
保
。
電
線
の
取
り
外
し
は
開

放
ボ
タ
ン
を
押
し
て
電
線
を
抜
く
だ

　
結
線
作
業
時
間
の
短
縮
、
省
力
化
、

信
頼
性
の
向
上
は
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
な

業
界
で
求
め
ら
れ
て
い
る
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る
。
東
洋
技
研
の
代
表
的

な
ス
プ
リ
ン
グ
ロ
ッ
ク
式
端
子
台
「
Ｖ

Ｔ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
」
は
そ
ん
な
現
場
の
声

け
。
開
放
ボ
タ
ン
は
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ

ス
ド
ラ
イ
バ
ー
両
方
に
対
応
。
レ
ー
ル

取
り
付
け
後
も
中
間
板
の
追
加
取
り
付

け
・
取
り
外
し
が
可
能
で
、
中
間
板
の

交
換
時
の
工
数
削
減
に
貢
献
。

　
昨
年
２
０
２
２
年
の
シ
リ
ー
ズ
追
加

に
よ
り
、
３
・
５
㍉
〜
12
・
２
㍉
ピ
ッ

チ
の
フ
ル
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
と
し
、
総
合

的
な
商
品
提
案
を
強
化
し
売
り
上
げ
ア

ッ
プ
を
図
る
。
信
号
線
や
動
力
線
の
中

継
や
分
岐
と
い
っ
た
幅
広
い
用
途
に
使

用
可
能
。

　
取
り
付
け
ス
ペ
ー
ス
、
保
守
保
全
作

業
の
削
減
、
作
業
効
率
・
生
産
効
率
・

生
産
台
数
の
向
上
と
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
Ｖ
Ｔ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
の
拡
販

を
目
指
す
。

省
ス
ペ
ー
ス
で
組
立
時
間
短
縮

ソルトン

https://www.solton.co.jp/

ケーブルエントリーシステム

い
る
。

　
丸
形
ケ
ー
ブ
ル
グ
ラ
ン
ド
の
代
替
に

な
る
薄
膜
式
ケ
ー
ブ
ル
エ
ン
ト
リ
ー

は
、
丸
・
角
の
形
状
を
用
意
し
て
お
り

配
線
可
能
径
の
薄
膜
部
へ
切
り
っ
ぱ
な

し
ケ
ー
ブ
ル
を
刺
し
込
む
だ
け
で
最
大

Ｉ
Ｐ
68
、
36
×
１
１
２
㍉
貫
通
穴
に
最

大
１
２
１
本
の
ケ
ー
ブ
ル
や
ホ
ー
ス
を

並
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
貫
通
穴
は
１

カ
所
で
省
ス
ペ
ー
ス
、
複
数
個
の
ケ
ー

ブ
ル
グ
ラ
ン
ド
固
定
作
業
は
無
く
な
り

時
間
短
縮
に
つ
な
が
る
。

　
一
方
、
ケ
ー
ブ
ル
端
末
に
コ
ネ
ク
タ

や
丸
端
子
が
結
線
さ
れ
て
い
る
完
全
ハ

　
ド
イ
ツ
・
ア
イ
コ
テ
ッ
ク
社
は
、
制

御
盤
、
筐
体
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
し
て
い
る
。
大
き
く
分
け
て
２
種

類
の
ケ
ー
ブ
ル
グ
ラ
ン
ド
が
そ
ろ
っ
て

ー
ネ
ス
用
の
分
割
形
ケ
ー
ブ
ル
エ
ン
ト

リ
ー
は
、
組
付
け
作
業
は
ケ
ー
ブ
ル
外

径
に
適
合
し
た
分
割
グ
ロ
メ
ッ
ト
を
分

割
フ
レ
ー
ム
へ
滑
り
込
ま
せ
る
こ
と
で

Ｉ
Ｐ
54
〜
68
を
満
た
す
。
分
割
グ
ロ
メ

ッ
ト
は
ケ
ー
ブ
ル
外
径
１
〜
65
㍉
ま
で

対
応
で
き
、
動
力
線
・
信
号
線
な
ど
を

集
約
す
る
こ
と
も
可
能
。
加
え
て
、
ノ

イ
ズ
対
策
部
品
で
あ
る
Ｅ
Ｍ
Ｃ
シ
ー
ル

ド
ク
ラ
ン
プ
、
平
編
み
銅
線
や
電
線
整

線
用
の
ス
ト
レ
イ
ン
リ
リ
ー
フ
も
用
意

し
て
い
る
。
Ｕ
Ｌ
94
―
Ｖ
０
、
鉄
道
用

難
燃
性
、
船
舶
規
格
や
ク
リ
ー
ン
ル
ー

ム
ク
ラ
ス
１
認
証
も
得
て
い
る
製
品
も

あ
る
。
自
動
車
・
半
導
体
・
電
池
・
ロ

ボ
ッ
ト
・
鉄
道
・
船
舶
な
ど
幅
広
い
業

界
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

独
自
の
金
属
超
音
波
接
合
を
駆
使

オータックス

https://www.otax.co.jp/

各種端子台

ッ
チ
、
金
属
加
工
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
端

子
台
、
コ
ネ
ク
タ
な
ど
の
接
続
機
器
を

中
心
に
、
制
御
機
器
、
空
調
機
器
、
通

信
機
器
、
務
機
器
な
ど
各
種
電
気
機
器

向
け
に
40
年
以
上
に
わ
た
り
製
造
・
販

売
を
し
て
い
る
。

　
端
子
台
で
は
、
主
に
Ｆ
Ａ
、
エ
ア
コ

ン
市
場
向
け
に
販
売
し
て
い
る
。
独
自

の
「
金
属
超
音
波
接
合
」
を
用
い
、
端

子
台
に
ハ
ー
ネ
ス
加
工
ま
で
施
す
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
コ
ネ
ク
タ
は
富
士
通
コ
ン
ポ

ー
ネ
ン
ト
よ
り
コ
ネ
ク
タ
事
業
の
一
部

を
事
業
譲
受
し
て
展
開
し
て
い
る
。
Ｆ

　
オ
ー
タ
ッ
ク
ス
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
ス
イ
ッ

チ
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
操
作
用
ス
イ

Ａ
分
野
を
中
心
と
し
た
産
業
機
器
向
け

の
品
ぞ
ろ
え
を
充
実
す
る
こ
と
で
、
既

存
の
ス
イ
ッ
チ
・
端
子
台
事
業
と
の
総

合
的
な
商
品
提
案
力
を
強
化
し
売
り
上

げ
ア
ッ
プ
を
図
る
。

　
さ
ら
に
、
中
国
広
東
省
江
門
市
の
新

工
場
で
あ
る
鶴
山
工
場
も
稼
働
を
開

始
。
鶴
山
工
場
は
、
同
社
グ
ル
ー
プ
の

全
工
場
の
中
で
最
大
規
模
の
工
場
で
、

土
地
面
積
６
万
８
５
９
８
平
方
㍍
（
東

京
ド
ー
ム
約
１
・
５
倍
）
と
広
大
な
敷

地
を
有
し
、
第
一
期
と
し
て
二
つ
の
工

場
棟
（
延
べ
床
面
積
合
計
約
３
万
５
０

０
０
平
方
㍍
）
が
完
成
し
て
い
る
。

　
将
来
は
、
鶴
山
工
場
を
活
用
し
た
電

子
部
品
の
受
託
製
造
サ
ー
ビ
ス
業
務
な

ど
も
本
格
化
し
て
い
く
。

配
線
接
続
機
器 

主
要
各
社
の

製
品
紹
介
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配
線
時
間
短
縮
と
誤
配
線
防
止

ＷａｓｈｉＯＮ共立継器

https://www.washion.co.jp

盤間端子台「ＢＫＴ―20形」

ま
ま
で
、
端
子
台
の
１
次
側
、
２
次
側

を
分
離
で
き
る
も
の
で
、
盤
間
の
配
線

作
業
時
間
を
短
縮
で
き
、
設
置
す
る
場

所
で
配
線
作
業
時
に
お
い
て
、
誤
配
線

を
心
配
す
る
必
要
が
な
い
。

　
配
電
盤
間
や
制
御
装
置
間
の
配
線
接

続
、
お
よ
び
取
り
外
し
が
容
易
に
行

え
、
端
子
ね
じ
は
バ
ネ
ア
ッ
プ
式
の
た

め
、
配
線
作
業
性
も
良
い
。

　
一
般
的
に
、
盤
を
出
荷
す
る
前
に
工

場
で
電
気
検
査
を
行
っ
た
後
、
出
荷
時

に
は
い
っ
た
ん
分
離
し
、
現
場
で
設
置

時
に
再
び
組
み
立
て
る
が
、
盤
間
端
子

台
を
使
う
こ
と
で
、
制
御
線
を
離
線
す

　
電
磁
接
触
器
で
高
い
実
績
を
有
す
る

Ｗ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
Ｏ
Ｎ
共
立
継
器
は
、
盤
間

端
子
台
「
Ｂ
Ｋ
Ｔ
―
20
形
」
の
販
売
に

注
力
し
て
い
る
。

　
盤
間
端
子
台
は
、
電
線
を
接
続
し
た

る
こ
と
な
く
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
取
り
外

し
、
現
地
で
も
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
接
続
が

で
き
る
。
　

　
ま
た
、
工
場
検
査
な
ど
で
は
１
台
の

試
験
器
で
複
数
台
の
製
品
検
査
を
行
う

場
合
な
ど
に
お
い
て
も
、
盤
間
端
子
台

を
使
う
こ
と
で
配
線
工
数
の
削
減
で
き

る
。
さ
ら
に
、
盤
を
リ
プ
レ
ー
ス
場
合

で
も
工
数
の
削
減
が
可
能
に
な
る
。

　
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
、
お
よ
び
Ｎ
Ｋ
Ｔ
レ

ー
ル
に
搭
載
可
能
。
定
格
絶
縁
電
圧
は

６
０
０
Ｖ
30
Ａ
・
40
Ａ
で
、
20
Ａ
対
応

品
も
開
発
す
る
予
定
。

　
準
拠
規
格
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
８
２
０
１

―
７
―
１
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｃ
２
８
０

１
。
適
合
電
線
は
３
・
５
ｓ
ｑ
・
５
・

５
ｓ
ｑ
。

配
線
が
容
易
で
確
実
に
結
線

ＷＡＧＯ

https://www.wago.co.jp/

レバー操作タイプ
端子台／コネクタ

　
製
品
種
類
は
、
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
ト
お

よ
び
プ
リ
ン
ト
基
板
用
端
子
台
か
ら
コ

ネ
ク
タ
ま
で
幅
広
く
、
同
社
の
ス
イ
ッ

チ
ン
グ
電
源
の
端
子
に
も
採
用
さ
れ
て

い
る
。
複
数
の
レ
バ
ー
を
同
時
に
開
放

状
態
に
で
き
、
セ
ン
サ
線
、
電
源
線
な

ど
の
多
芯
ケ
ー
ブ
ル
の
接
続
が
非
常
に

行
い
や
す
い
。
レ
バ
ー
位
置
に
よ
り
結

線
部
の
開
閉
状
態
が
明
確
に
判
る
た

め
、
閉
め
忘
れ
を
防
止
し
安
全
・
確
実

な
結
線
が
行
え
る
。

　
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
―
ｉ
ｎ
Ｃ
ａ
ｇ
ｅ
Ｃ
ｌ
ａ

ｍ
ｐ
ス
プ
リ
ン
グ
方
式
で
、
よ
り
線
は

レ
バ
ー
操
作
、
単
線
お
よ
び
フ
ェ
ル
ー

　
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｏ
社
は
、
レ
バ
ー
操
作
で
電

線
を
接
続
で
き
る
配
線
接
続
製
品
の
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
を
拡
充
し
て
い
る
。

ル
圧
着
線
は
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
接
続
で

き
、
結
線
後
は
振
動
に
も
強
く
ゆ
る
ま

な
い
。

　
適
合
電
線
サ
イ
ズ
は
１
・
５
〜
16
平

方
㍉
㍍
と
幅
広
く
、
制
御
盤
や
機
器
の

ほ
か
あ
ら
ゆ
る
配
線
用
途
に
使
用
で
き

る
。

　
コ
ネ
ク
タ
に
は
脱
落
防
止
用
ロ
ッ
キ

ン
グ
デ
バ
イ
ス
付
や
専
用
ジ
ャ
ン
パ
、

ゴ
ー
デ
ィ
ン
グ
キ
ー
な
ど
の
ア
ク
セ
サ

リ
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
　

　
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｏ
社
で
は
、
レ
バ
ー
操
作
タ

イ
プ
は
工
具
不
要
で
結
線
・
離
線
が
で

き
る
た
め
、
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
式
を
さ
ら

に
進
化
さ
せ
た
省
力
化
製
品
と
し
て
位

置
づ
け
て
お
り
、
今
後
も
さ
ら
に
注
力

し
て
い
く
。

省
工
数
で
接
続
状
態
を
表
示

不二電機工業

https://www.fujidk.co.jp

電線接続表示（インジケータ）付き
アース速結端子台「ＴＰＧ形」

で
き
る
。
こ
の
た
め
、
ア
ー
ス
配
線
の

作
業
時
間
が
約
４
分
の
１
に
、
ブ
ス
バ

ー
へ
の
取
り
付
け
時
間
も
約
３
分
の
１

に
短
縮
。
し
か
も
、
ね
じ
増
し
締
め
も

不
要
で
、
ね
じ
締
め
の
ト
ル
ク
管
理
や

専
用
工
具
管
理
も
な
く
な
る
。

　
ま
た
、
電
線
接
続
状
態
の
表
示
（
イ

ン
ジ
ケ
ー
タ
）
は
、
電
線
が
確

実
に
接
続
さ
れ
て
か
ら
表
示
さ

れ
る
構
造
に
な
っ
て
お
り
、

「
安
心
・
安
全
・
確
実
」
な
作

業
実
現
で
、
差
し
込
み
結
線
の

不
安
を
解
消
で
き
る
。
寸
法
サ

イ
ズ
は
、
ブ
レ
ー
カ
ー
の
大
き

　
不
二
電
機
工
業
の
産
業
用
分
電
盤
な

ど
の
省
施
工
に
貢
献
す
る
電
線
接
続
表

示
（
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
）
付
き
ア
ー
ス
速

結
端
子
台
「
Ｔ
Ｐ
Ｇ
形
」
は
、
ね
じ
締

め
作
業
が
な
い
た
め
、
配
線
を
差
し
込

む
だ
け
で
ブ
ス
バ
ー
に
つ
な
が
り
、
ド

ラ
イ
バ
ー
な
し
で
す
ぐ
に
配
線
作
業
が

さ
に
合
わ
せ
１
極
25
㍉
㍍
幅
で
設
計
し

て
お
り
、
省
ス
ペ
ー
ス
化
に
貢
献
す

る
。

　
さ
ら
に
、
ブ
ス
バ
ー
へ
の
取
り
付
け

ね
じ
は
本
体
に
組
み
込
ん
で
い
る
た

め
、
ね
じ
の
落
下
の
心
配
が
な
く
、
安

全
、
か
つ
効
率
的
に
取
り
付
け
が
で
き

る
。

　
一
方
、
ア
ル
ミ
端
子
台
シ
リ
ー
ズ
の

「
Ｔ
Ｘ
Ｓ
―
Ｇ
Ａ
形
」
は
、
各
メ
ー
カ

ー
と
の
共
同
開
発
に
よ
り
、
端
子
台
・

ケ
ー
ブ
ル
・
圧
着
端
子
の
導
電
部
全
て

に
ア
ル
ミ
を
使
用
し
た
「
ら
く
ら
く
ア

ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
」
に
対
応
。

ス
タ
ッ
ド
式
タ
イ
プ
で
充
実
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
。
ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
38
ｓ
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４
０
０
ｓ
ｑ
ま
で
対
応
可
能
。

簡
単
配
線
で
時
間
を
大
幅
短
縮

フエニックス・コンタクト

https://www.phoenixcontact.com/ja–jp/local–lp

分岐・中継用コネクタ
「ＩＰＤシリーズ」／「ＱＰＤシリーズ」

従
来
の
中
継
ボ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
も
例

外
で
は
な
く
、
作
業
性
や
保
守
性
、
確

実
性
の
為
の
ボ
ッ
ク
ス
レ
ス
化
の
採
用

が
増
加
し
て
い
る
。

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト
は
、

こ
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な

分
岐
・
中
継
用
コ
ネ
ク
タ
「
Ｉ
Ｐ
Ｄ
シ

リ
ー
ズ
」
と
「
Ｑ
Ｐ
Ｄ
シ
リ
ー
ズ
」
を

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　
電
線
接
続
に
お
い
て
は
、
電
線
を
挿

し
込
む
だ
け
の
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
―
ｌ
ｏ
ｃ
ｋ

式
を
採
用
し
た
Ｉ
Ｐ
Ｄ
シ
リ
ー
ズ
や
、

ナ
ッ
ト
を
締
め
込
む
だ
け
で
配
線
可
能

な
Ｑ
Ｐ
Ｄ
シ
リ
ー
ズ
を
ラ
イ
ン
ア
ッ

　
装
置
や
設
備
等
に
お
け
る
制
御
の
複

雑
化
は
、
設
備
配
線
の
作
業
増
加
だ
け

で
は
な
く
、
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
数
や

コ
ス
ト
の
増
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

プ
。
共
に
迅
速
か
つ
簡
単
に
配
線
が
で

き
、
施
工
時
間
の
大
幅
な
短
縮
を
可
能

と
す
る
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ま
た
、
保
護
等
級
は
最
高
グ
レ
ー
ド

の
Ｉ
Ｐ
69
Ｋ
仕
様
と
な
っ
て
お
り
、
埃

や
水
の
侵
入
か
ら
の
保
護
お
よ
び
長
期

的
に
安
定
し
た
信
頼
性
の
高
い
接
続
を

実
現
。
こ
の
高
い
保
護
等
級
に
よ
り
、

Ｉ
Ｐ
Ｄ
お
よ
び
Ｑ
Ｐ
Ｄ
シ
リ
ー
ズ
は
、

装
置
や
設
備
向
け
だ
け
で
な
く
、
ト
ン

ネ
ル
や
電
力
、
イ
ン
フ
ラ
、
イ
ン
ト
ラ

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
等
の
屋
外
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
も
適
し
て
い
る
。

　
特
設
サ
イ
ト
で
は
、
製
品
の
特
長
や

イ
メ
ー
ジ
動
画
、
カ
タ
ロ
グ
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
、
サ
ン
プ
ル
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ

て
い
る
。

配
線
接
続
機
器 

主
要
各
社
の

製
品
紹
介

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A
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場とあわせて市場拡大に向けた生産体制の確立を目指
す。
　稼働開始は2024年10月を予定。投資金額は約36億
円。
■ 東洋合成工業、千葉県香取郡の千葉工場に第4感光
材工場の製造設備増設

　東洋合成工業は、千葉県香取郡東庄町宮野台1-51の
千葉工場内の第4感光材工場の製造設備を増設する。
　先端半導体に対応した感光材、ポリマー製品の製造
に向けた設備投資で、千葉工場の先端半導体向け材料
の生産能力は2022年3月期比で最大1.8倍の規模とな
る。
　延床面積は3483平方㍍。投資金額は約120億円。
2023年4月に着工し、2024年7月に完成予定。
■ ブラザー、名古屋市南区の星崎工場でインクジェッ
ト生産の新工場棟が完成

　ブラザーは、2020年8月から星崎工場（名古屋市南
区浜田町5-1）で建設を進めてきた新工場棟「星崎第
13工場」が完成し、稼働を開始した。

　同工場は、インクジェットヘッドと関連部品の生産
強化を担い、複数の施設に分散していたインクジェッ
トプリンター用の重要部品の生産とクリーンルームを
集約することによって星崎工場全体の作業効率向上を
実現。さらに、一部の加工装置の自動化を実現し、効
率的かつ安定的な部品生産を可能にしている。
　屋上には太陽光パネルを設置し、工場の稼働に必要
な電力の一部は再生可能エネルギーで賄われ、年間で
約60㌧のCO2排出削減を実現している。
　建物は鉄筋コンクリート3階建てで、延べ床面積約
1万2700平方㍍。
■ 阿波製紙、徳島県小松島市に海水淡水化や純水製造
向けRO膜用支持体製造の新工場

　阿波製紙は、徳島県小松島市に新工場（徳島県小松
島市豊浦町1-1日本製紙社有地内）を建設する。
　新工場では、SDGsへの取り組みの一環として増大
する世界の水需要に対応するため、海水の淡水化や純
水を製造する際に用いる逆浸透膜（RO膜）用支持体
を製造する。
　投資額は約90億円。敷地面積は約2万1000平方㍍。
着工予定は2023年8月、竣工予定は2024年12月。
■ JFEスチール、千葉市中央区の東日本製鉄所の第6
高炉が稼働開始

　JFEスチールは、千葉市中央区の東日本製鉄所（千
葉県千葉市中央区川崎町1番地）の第6高炉の改修工
事を完了し、1月13日に火入れを行った。
　今回の改修では、炉内への原料装入位置の制御精度
向上、データサイエンス技術の活用による炉熱制御精
度の改善、炉前機器更新による作業性向上と炉体長寿
命化等により操業の安定化を実現した。

　投資額は約430億円。炉容積は5153立方㍍〔改修前
5153立方㍍〕
■ ポバール興業、愛知県名古屋市の本社工場棟の一部
を全面建替え・再構築

　産業用ベルトメーカーのポバール興業は、名古屋市
中村区の本社工場の再構築を行う。工場棟の一部は創
業以来65年が経過し老朽化や非効率も生じており、

生産能力の拡張、生産・物流効率の追求、とDXによ
る業務革新などを狙いとして二つの工場棟を全面的に
建て替え、他工場との生産分担の最適化を図る。耐震
・環境対応によるBCP（事業継続計画）の一環と位
置付け、企業価値の向上を図る。
　総投資額は約10億円。延床面積は約3300平方㍍。
着工予定は2023年6月。竣工予定は2025年4月。

工場新設・増設情報 2月第4週

■ 東レ、滋賀県大津市と岐阜県安八郡でスエード調人
工皮革の生産設備増設

　 東 レ は 、 日 本 で 生 産 す る ス エ ー ド 調 人 工 皮 革
「Ultrasuede」の生産設備を増設する。
　滋賀事業場（滋賀県大津市）と岐阜工場（岐阜県安
八郡）で生産設備を増設し、生産能力は現在の年産約
1000万平方㍍から年産約1500万平方㍍に高める計
画。稼働開始は2024年後半を予定しており、設備投
資額は約100億円。
　Ultrasuede®は、ジャパン・クオリティの最先端ブ
ランドとしてグローバルに展開する、高感度・高機能
なスエード調人工皮革で、近年では自動車内装用途で
採用が広がっている。特に電気自動車の内装用途にお
いては、環境配慮（ヴィーガン）の観点から天然皮革
の代替商品として、また従来の自動車と比べシンプル
かつデザイン性が高まった内装との相性がよく、採用
部位も従来のシート材に加え、天井材やドアトリム、
インパネなどに広がり、急速に需要が拡大している。
Ultrasuede®の需要は、今後も自動車生産台数の安定
的成長と採用部位の拡大、天然皮革代替需要を背景
に、自動車用途を主体として大きく拡大されることが
見込まれ、今回の生産設備増設後も早期段階でのフル
稼働を予定している。
■ JR九州エンジニアリング、福岡県古賀市に鉄道車
両・機械メンテと製造の新工場

　JR九州エンジニアリングは、福岡県古賀市糸ケ浦
81番地青柳工場団地内に、車両と機械の検修と製造
を行う福岡製作所を建設する。
　同製作所の建設は、鉄道事業の車両と機械のメンテ
ナンスから新たな領域である製造業・建設業へシフト
させる成長戦略の一環として、これまでさまざまな場
所で個別にしていた車両と機械のモノづくりの融合を
目指す。事務所棟は現業事務所と一部本社機能、研修
会議室、電子機器プリント基板整備のクリーンルー
ム、ロボットや試験機等の開発を行う研究開発室を備
え、工場棟には車両部品・保線機械部品の検修を行う
検修スペースと、車両部品、車輪旋盤・転削盤等の製
作をする製造スペースで構成。レーザー加工機や折り
曲げ機、プレス機、天井クレーン等を備える。
　敷地面積は5686.35平方㍍。着工は2023年1月から
で、完成は2023年10月10日を予定。
■ エバラ食品工業、岡山県津山市の津山工場にポーシ
ョン調味料製造の新工場棟

　エバラ食品工業は、「プチッと鍋」や「プチッとう
どん」などのポーション調味料の販売好調を受け、津

山工場（岡山県津
山市）に新工場棟
を建設し、ポーシ
ョン調味料製造設
備を導入する。
　個食対応調味料
のさらなる市場拡
大が見込まれてお
り、自社工場では
2拠点目として津
山工場に製造設備
を導入し、協力工

海外

■ 積水ポリマテック、アメリカ・ケンタッキー州で
EV向け放熱材料の新工場

　積水化学工業の子会社の積水ポリマテックは、EV
（電気自動車）等環境対応車向け放熱材料の生産拠点
をアメリカ・ケンタッキー州に新設する。
　新工場はグリス状放熱材料の生産を担い、建屋面積
約3000平方㍍。建設着工は2023年1月、生産稼働開始
は2023年8月を予定。
■ カネカ、グループ会社の生産能力5倍に増強
カネカは、グループ会社のKaneka Eurogentec社
（ベルギー・リエージュ州）のmRNAのGMP製造能
力を大幅増強する。設備投資額は約20億円、生産能
力は現状の約5倍とし、2023年末から順次稼働を予定
している。
　新型コロナワクチンとして社会実装が急速に進んだ
mRNAは、他の感染症ワクチンのみならず遺伝子疾
患やがんなどに対する
治療薬への応用が期待
され、世界中の創薬メ
ーカーでのバイオ医薬
品の活発な開発に伴い
mRNAのGMP製造需
要は急速な増加が予想
されている。

■ フェローテック、マレーシア新工場に追加設備投
資。総投資額は237億円に

　フェローテックホールディングスは、製造子会社で
あるFerrotec Manufacturing Malaysia SDN. BHDが
現在建設を進めている新工場での投資額を約6000万
㌦（約79億円）増額し、総額約1億8000万㌦（約237
億円）の設備投資をすると決定した。
　追加投資の背景は、概算金額から実効予算とするに
あたって増額し、機械設備は現地での対象顧客の需要
動向を踏まえた事業計画に合わせ生産能力を強化し、
建屋部分もフロア構成等の変化や搬入設備の変化への
対応や建築資材等の高騰の影響を反映し増額してい
る。
　新工場の建屋総床面積は約8万平方㍍。完成予定は
2023年10月で、現地政府の承認予定が2023年11月。

操業開始は2023年12月を予定している。
■ ヤマザキマザック、インドに新工場を建設
　ヤマザキマザックは、インドのマハーラーシュトラ
州プネー県にインド工場（YAMAZAKI　MAZAK　
MACHINE　TOOL　SPRIVATELIMITED）を建
設し、2023年3月から稼働を開始する。

　インド工場では、日本で開発設計したインド国内市
場向けの新型の立形マシニングセンタの生産を開始す
る。月産40台からスタートし、段階的に生産量を引
き上げていく。総投資額は約40億円。敷地面積は約8
万8000平方㍍。延床面積約2万3000平方㍍。
　今回の工場新設により生産拠点は国内5カ所、海外
6カ所の合計11カ所となる。

脱炭素・GX

■ スギノマシン、富山県滑川市の滑川事業所に太陽光
発電設備を導入

　スギノマシンは、滑川事業所（富山県滑川市中野
島）第5工場、第6工場、熱処理棟の屋根に、太陽光
発電設備を設置し、2023年2月1日より稼働を開始し
た。

　北陸電力グループが太陽光発電設備の設置、電力供
給を行う「第3者所有モデル（PPA）」のサービスを
活用し、発電した電力は滑川事業所で自家消費する。
太 陽 光 発 電 設 備 の 容 量 は メ ガ ソ ー ラ ー と な る
1054.5kWで、年間約986MWhの発電量を見込んでお
り、年間約491㌧のCO2削減につながる。設置面積は
約5120平方㍍。

国内


